EPSON 


Endeavor njssooe/ssooe 



ご使用の前に 

•コンピューターをご使巧の隙は、必ず「マニュアル」 
をよくお読み < ださい。 

•「マニュアル」は、不明な点をいつでち解決でさるよラ 
に、ずぐに取り出して見られる場所に保管してください。 


電子の情報ちご覧ください 

PC お役立ちナビ ^ P.4 

本機の情報を簡単検索でさるサポートツールで 
す。デスクトップ上のアイコンから起動します。 

ユーザーヴポートぺージとす^ P .6 

各種サポート情報を提供しています。 
http://www.epsonciirect.co.jp/support/ 









本機に関する情報は、なの場所で見ることびでをます。 


メモリーを増設したい meem • データをバックアップしたい BE!— 

再インストール（リカバリー)したい 


• トラブルを解巧したい 


• システム診断をしたい BfcM 出 • 



• インターネット/メールをしたい 
• Windows の操作ちまを知りたい 
• 用語を調べたい 


' ソフトウェアの操作ち法を知りたい 
I周逛機器(プリンター、デジタルカメラ 
など)を使いたい 



• 光ディスクメディアやメモリーカード 
を使いたい 


お線 LAN に接続したい(オプション） 


身 



セキュリティー設定をしたい 




• 画面表示やサウンドの設定をしたい 
• 省電力で使いたい 
• BIOS の設定を変更したい 


USB 機器を接続したい 

HDD 領域を変更したい 

消去禁止領域のデータを/む/クアップ 


したい 


• 本機の添付品を知りたい »aiw • 本機を設置したい EIEV 

• Windows をセットアップしたい • 本機の仕様を知りたい 
• 添付されているソフトウェアを知りたい lasgv 


し故 
た障 
と 
き 


サポート•サービス情報を知りたい 


修理を依頼したい 


や日たいこと 


購入時 


困つたとさ 


使いはじめ〜使いこなしたいとさ 







































紙マニュアル 

紙で添付されてしぶ情報です。 



PC お役立ちナビ 

コンピューターの画面で見る電子の情報です。 














































PC お役立ちナビを巧う 

本機には、巧りたい情報を簡単に検索でをるサポートツール 「 PC お役立ちナビ」び搭載されて 
います。困ったとをや、役立つ情報を巧りたいとをなどにお使いください。 



ダブルクリック 


< PC お役立ちナビアイコン> 


PC お役立ちナビ 



S 田を入力してくだまい， /V— ドディスク巧の亩《ご.ウェブヴイトのオンライン巧 S との申巧レ巧まか巧巧です. 


TOP ぺージか5 
検索実巧 


本機に収録されている情報+ユーザーサポート 
ページのオンライン情報を一度に検索 


※本機に収録されている情報=ヴポートコンテンツ-マニュアル （ PDF ) ■ ヘルプなど 
※インターネットに接続していない場合は、本纖こ収録されてしぶ情報のみを検索します。 



検索結果 


①見たい項目 
を選択 


⑤内容び表示される 

















































































( D おすすめコンテンツ•マニュアルを見る 


~ ( トラブル解巧） トラブル解決に役立つ情報れシステム診断ツールを収録しています。 



ちっと情報び見たい 
とき一 Web へ 


システム診断 
を実行 


①トラブルの種類 
を選択 


⑤内容び表示される 


— I お役立ち I コンピューターの便利な使い方や、役立つ情報を収録しています。 


①情報の分類を 
選択 


©見たい項目を 
選択 



ちっと情報び見たい 
とき一 Web へ 


し [お役立ち]内の 
情報を検索 


③内容び表示される 


~ 〔マニュアルびゆ一わ 1 コンピューターやオプション製品のマこュアル （ PDF ) を収録しています。 


①見たいマニュアル 
を選択 



[マニュアルびゆ一ね] 
内の情報を検索 


©マニュアル ( PDF ) 
び表示される 


<画面はイメージです> 


















































































































ユーザーヴポートぺージ 


当社では、コンピューターを安むしてお使いいただけるよラ、ホームページ上で各種サポート情 
報を提供しています。 


トラブル解み方法や技術情捕を見る 


► FAQ Search 

《 「 PC お役立ちナビ」からち同様の検索びでをます。 


最新の BIOS / ドライバー/マニュアルをダウン□—ドする 


《 「 PC お役立ちナビ」ち下の「ダウン□ード」からもアクセスでさます。 


ダウン□—ド 


修理のご案内や保守-保証眉浦を見る 


ア フターヴー ビス 


アクセス方ま 

ユーヴーヴポートページへは、なの場所からアクセスでをます。 

• http://www.epsondirect.co.jp/support/ 

•「 PC お役立ちナビ」ち下の「ユーザーサポート J 

• Internet Explorer 「お気に入り」内の「ヴポートぺージ（パソコン)」 


ぉ巧に入。 T コィ-ド]施] 

よ EPSONDIRECT おおめのサイト 
e EPSONDIRECT ホームベージ 

( ちサボートぺージい（ソコン）' 

•( Microsoft の Web ヴ仆 
乂 MSN の Web サイト 
• Windows Live 
• お奇に人りパー 
0 日本向けの Web サイト 


Epson Direct SI40P 

ューザーサボート 


EPSON 



FAQ Search _ 

FAQ まちから探す 「ちで 1 

ち占ろ ttSK I 梨边をちわ^索 I ~ FAQ ランキン ヴ巧情 FAQ 


ダウンロード 

BIOS/ ドライバ—草 
7ニュアル 
壁が 


FA0 Se が ch ヘルブ 


お品ると 0S を巧巧し、フリーワードを入力诺9、な巧ボタンをクリックしてください。 


タイフ 

コンパクト PC 
シリ— ブ 

tndeavor ST 


モみレ 
ST 巧化 



フ U — ワード.なま,,巧， 


體訝， W ゎ’トヮ-巧入力し T ‘ 




おほいの os 


巧を/ OS 话巧 

製品化な 

0 S アッブヴレ—ド巧術情報 
Windows XP ダウンヴレード 'f き郎 
Service P が k . 店が 

アフターサーピス 

f 押な罰 
Web 修理ち巧 
ルヴボート 


<画面はイメージです> 
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コンピューター購入時の作業について説明します。 



mm 













旧包品を確認ずる 


はじめに捆包品びそろっているか確認します。万一、巧包品の不足や不良、仕様違いびありまし 
たら、商品お届け後8日し U 内に受付窓□までご連絡ください。 詳しくは、®® 『サポート•サー 
ビスのご案内』 をご覧ください。 


寒春) 保証書について 

当社では、ご購入曰や保証サービスなどのお客様情報をデータベースで登録-管理してい 
ます。このため、保証書は添付されていません。 



:アを確認する 


八ードウエアびそろっているか、確認してください。 



《このほかにちオプション製品が添付されている場合があります。 
オプション製品は納品書でご確認ください。 


3ディスクを巧認する 


ディスク類びそろっているか、確認してください。 

□ Windows 7 リカバリー DVD 
□ リカバ U- ツール CD 

V_ J 

《本機のドライバーやソフトウエアのインス I ル用データは、 HDD の消去禁止領域に収録さ 
れているため、ディスクは添付されていません。 

《このほかにちオプション製品のディスクが添付されている場合があります。 
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アルを確認する 


マニュアル類びそろつているか、確認してください。 

f 

冊子マニュアル 

□ ユーザーズマニュアル （本書） 

□ を全にお使いいただくために 
□ サポート-サービスのご 案内 

電子マニュアル ( HDD 内に PDF データで収録されています と奇= P.5) 
□ユーザーズマニュアル 補足編 ( PDF ) 

□オフシヨン製品のマニュアル （ PDF ) 

V _ 

《このほかにち冊モや電子でマニュアルび添付されている場合びあります。 




4 


巧付ラベルを確認する 


本機底面に貼付されているラベルを確認して<ださい。 


ラベルは絶対にはがさないでくださし、。 


□ お問いちわせ情報シール- 

本機の型番や製造番号び記載されています。 
製造番号はお問い合わせの際に必要です。 
\JM) 『サポート-サービスのご案内』 
表紙に書 さ 写 して おいてください。 


□ COA ラベル 

(Certificate of Authenticity ラべ J レ） 

正規の Windows 商品であることを証明する 
ラベルです。 
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コンピューターを設置ずる 

本機にバッテ U- パックと AC アダプターを取り付け、使用できる状態にする手順を説明します。 
プ U ンターなどの周辺機器は、 Windows のセットアップ後に接続してください。 


設置におけるま意 


4 


•不安定な場所（ぐらついた台の上や傾いた所など）に置かないで<ださい。落ちたり、倒れた0 
して、けがをする危険があります。 

•起動状態で本機の通風孔をふさがないでください。 

起動状態で通風孔をふさぐと、内部に熱がこちって本機が熱<なり、火傷や火災の原因とな0ま 
す。次の点を守ってください。 

• じゅラたんや布団の上に置かない。 

• 毛布やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

-キャ U ングケースやバッグなどに入れなし、。 

•ひざの上で長時間使用しないで<ださい。本機底面が熱<なり、低温火傷の原因となります。 


^各種コードやバッテリーパック装着時の注意 


A ♦めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因となります。 

♦電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因となります。家庭用電源コン 
S 告 セント（交流100V)から電源を直接取ってください。 


♦電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。取り扱いを誤ると、火災の原因となります。 

-電源プラグは、ホコ U などの異物び付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の先まで確実に差し込む。 




A 

を意 

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている切外の配線をしないでください。 

配線を誤ると、火災の危険があります。 


n 本機を設置ずる場所を確保しまず。 

左側面および底面の通風孔をふさがないよラにしてください。 


机などの丈夫で 
水平な台の上 
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底面を上にして置き、バッテ U — パックを取り付けまず。 

〇 左側のラッチを、□ック解除位置 （ if ) に移動します。 

0 バッテ U — パックを本機に合わせ、矢印の方向に「カチッ」と音がするまで、バッ 
テ U - パックをしっかり巧し込みます。 



© を側のラッチを、ちに移動します。 



出荷時にバッテ1」ーパックは満充電状態ではありません。バッテ U —バックだけで使用ずる場 
合は、使用前に充電び必要でず。バッテ IJ — バックを取0付けて、 とす = P .14 D のとおり 
AC アダプターを本機に接続ずると充電されます。 

A 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r 機種名」一「ユーザー 
ズマニュアル補足編」一 「 AC アダプター/バッテリー/ (ックを使う」 


が甜お • 


バッテリーパックの充電は、おず動作環境 （10 〜3已 °C) で行ってください。動 
作環境 （10 〜3已に）な外では、正甫に充電されません。 
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FI 天面を上にして置きまず。ネットワーク（有線 LAN ) を使用ずる場合は、巿販の 
LAN ケーブルを本機左側面の LAN コネクター(品）に接続します。 

LAN ケーブルび巧けないよラに、しっかり差し込んでください。 



FI AC アダプターを 接続し まず。 



※八〇アダプターは、 ADP - 日巳 」 H ( NJ 3 巳0 OE に添付）のイラストを使用しています。 
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曰 


LCD ユニッ トを開きまず。 


LCD ユニッ 




LCD ユニットの開閉可能な最大角度は、およそ ] 3己度です。 

最大角度を超えて LCD ユニットを開かないでください。ヒンジ部分が破損します。 


続いて、 Windows のセットアップを行います。 
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Windows をセットアップずる 


本機の電源を入れて、 Windows を使用でをる状態にするまでの手順を説明します。 

電源スイッチ（の）を押して、本機の電源を入れまず。 

電源ランプ(@)と電源スイッチ（む）が青色に点なします。 



画面に 「 EPSON 」 と表示され、しばらくすると Windows のセットアップ画面が表示されます。 

@ 参考) 電源が入！5ないときは 

AC アダプターやバッテ U - パックび正しく接続されているか確認してくださし、。 


已 セットアップを開始しまず。 

セツトアップは、タッチパッドを操作して行います。 


( S で)け Windows の它 ツトアツ プ 


な Windows.7 


国まには巧な(白 
時刻と: iig のお君:(五 
キーボードレイアウト(の 


I 巨巧 S 【日*) 


[Microsoft IME 


-〇 内容を確認 
しまず 


EPSON 




Copyright ® 20的 Microsoft Corporabon. All rights reserved. 


3-© [次へ]をク 


< イメージ> 


リックします 


タッチパッドの操作 


ポインターを動かす 



ク U ック 
f - 
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FI ユーザー名とコンピューター名を入力しまず。 

※ユーヴー名、コンピューター名は半ち英数字を入力してください。 



〇 ユーザー名を入力しまず 
©コン ピューター名を入力しまず 


© [巧へ]をク IJ ックしまず 


<イメージ> 

Q 任意でパスワードを設定しまず。 



〇 パスワードを入力します 


0 パスワードのヒントを入力します 


©[巧へ] をク IJ ックします 


E ライセンスを項を巧認しまず。 



〇 内容を確認しまず 


0 「ライセンス条項に同意しまず」 
にチェックを付けます 
©[次へ] をクリックしまず 


<イメージ> 
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曰 更新の設定をしまず。 


曾。 


Windows の tz ジトアップ 


コンピユーターの居まと Windows の巧巧の向上が目お的に巧〇れるようにを走してください 


巧爱設まを巧用しまず (R) 

ま S な至巧ブ C クラムウ推まの S 巧ブ C クラムをインストールレたり，イシターネット 
^ の聞置をよ0安をにしたり、ブシラインで巧 a の居ま夏を«留したり， Microsoft が 
Windows をなきするために括なてた0します. 


^ き B な更巧フログラムのみインストールします(I) 

V Windows 用のむキユリテイの丢巧ブ□クラムおよびその他のさ S な巧 R プロクラムの 
みインストー J レします. 

A 巧で巧强します (A) 

W 涅巧されるまで、このコンピユーターにごキユリテイの巧 S がまる巧を化げ巧ウます. 


こ V.?r •.こ： t7vs-- こ：'.••二 L ミ S 盾 法ろ至子.Vま 了 

巧受を壬をを用するとさ.または至巧ブ□クラムをインストールするとさに巧0、一部のち車げ 
Microsoft にち信されミす • 掛1さ; n で倍をザ，お否ま5勘心たり，おきホ:こ这谋を西ったり 
するたのこな巧さ C ることはを0まだん.これちの窗王5をで巧効にするには、[〜レプとヴ 
ボート]で宿男をまを再巧にする方まを巧ちしてください. プライバシー:こ拍する S 巧 


Q 日付と時刻をお詔しまず。 


.> Windows の它ットアップ 


〇 内容を確認しまず 


|| 。ベ ")」 j j - ©[巧へ] をクリックしまず 

U お線 LAN (オプション）内蔵時に「ワイヤレスネットワークの接続」画面び表示さ 
れた場合は、[スキップ]をクリックしまず。 

無線 LAN の設定はセットアップ後に行います。 

E ネットワークに接続している場合は、現在の場所を選択します。 


B 巧と時刻の設走を巧巧レます 


タイムソーン巧） 

[(UTC ♦的: 00) ス肛ん巧.をき ，1 


日 0(D): »効の: 



「推奨設定を使用しまず」を 
クリックします（推奨） 


色& け Windows の它ットアジブ 

お巧レのコンビユー々一の現なのち巧をち巧してください 


このコンピューターはネヴトつークに巧巧しています.ネヴトつークのち巧に昼ヴいて，正し 
しホツトつーク辭ザ目おの:こ關さ n ミす. 


ホーム不ツトワーク (H) 

l«；JrE ネットつーク上の子ぺてのコンビューターが有まにをり，を巧が愛3されているち合. 
そのネツトフークは信賴さ r •ているホームネジトフークです， 


な巧ネットワーク (W) 

ネか卜つーク上のすぺてのコンピューターが R 巧;こをり，を巧げ夏 g されているち合， 
そのネツトつークは這 g されているな巧ネジトワークです， 


場所を選択しまず 


パブリックネジトワーク (P) 

ずイ ネヴト つー ク上のすべてのコンピュ ーター を‘男*しているむけではない專さ（コ ーヒー 
シヨジプや査さにいるちさや，モバイルブロードバンド适信をしているち合など)，そ 
のネ•ジト::ーク(か t プリジクネガト9-クであり.這«されていまだん. 


す均な巧さは-レ C ブ U ジクネかトワーク】を迅 R してください • 
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の デスクトップに「初期設定ツール」び表示された5、画面に従って添付されている 
ソフトウエアのインスI^ールなどを行いまず。 

画面の記載事項はすべてお読みください。スク□ールバーのノブを一番下まで移動させて、す 
ベての内容を表示させないと、[次へ]はクリックできません。 



スク □ー ル パーの 
ノブ 


<イメージ> 


「AT 日 K 無償試用版 （3 日曰間)」のインストール後に、「このプ□グラムは正しくインストー 
ルされなかった可能性があります」と記載された画面が表示される場合があります。 「AT 日 K 
無償試用版 （3 日曰間)」は正しくインス!-ールされていますので、「このプ□グラムは正しく 
インストールされました」をク U ックして画面を閉じてください。 


これで本機を使用できまず。 


続いて、セットアップ後の作業を行います。 
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@ 参考) ■ライセンス 認証 

購入時の本機にインス I -- ルされている Windows や 、 「Windows 7 U カバ 
U — DVD 」 か5再インストールを行った Windows は、ライセンス認証を行 
ラ必要びありません。 

• r 初期設定ツール」が起動しないとさは 
初期設定ツールび自動的に起動しない場合や、初期設定ツールを再実行したい 
場合は、次の場所か!5起動することびでをます。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 r 初期設定ツール」 

Ctrl I の初期状態 

キーボード左下の2つの制御キーは、購入時、キー上部に印字されている文字 
( [ 加 I ] 、 [ Fn 1 ) に設定されていまず。 

•音量を調節する 
なのキー操作で音量を調節でさます。 


キー 操作 

状態 

(Fn ] + ( F10 ) 啦パ 

一度巧すと S ユート（消音）になり、 

ちラー度押すと S ユートび解除されます。 

(Fn I + [ F11 ] ▼呼 

音量びルさくなります。 

1 Fn 1 + 1 F12 1 ▲⑩ 

音量び大さくなりまず。 


•画面の明るさを調節する 

次のキー操作で画面の明るさを調節でをます。 


キー 操作 

状態 

1 Fn 1 + 1 F5 1来 

画面び暗くなりまず。 

( Fn 1 + 1 F6 1な 

画面び明るくなります。 



省電力げ態からの復帰方法 

本機は、一定時間操作をしないと省電力機能び働いて、画面表示び消えるよラに設定されていま 
す。省電力状態からの復帰は、なのち法で行って<ださい。 


省電力状態 

電源ランプの表示 

復帰方法 

ディスプレイの電源切 

点好 

タッチパッドやキーボードを操作する 

ス1」ープ 

点滅 

♦電源スイッチを押す 

♦キーボードを操作ずる 

休止状態 

消好 

電源スイッチを押す 


省電力機能の詳細は、なの場所をご覧< ださい。 

A 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ ]- r 機種名」一「ユーザーズマニュ 
アル補足編」一 r 省電力機能」 
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セツトアップをの作業 


Windows のセットアップと初期設定ツールの設定び完了したら、なの作業を行います。 


Windows の操作方法を確認する 


Windows の操作方法は、なの場所をご覧ください。 

[スタート]- r ヘルプとサポート」 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち] 


インターネツトに接続する 


インターネットへの接続は、プロバイダーから提供されたマニュアルを参照して行ってください。 

無線 LAN 機能（オプション）を ON にする 

購入時、本機の無線 LAN 機能は OFF になっています。 

無線 LAN をご使巧の場合は、なのキー操作で無線 LAN 機能を ON にします。 

• r ^+ r ^ (か)）を巧す 
キーを押すたびに、 ON と OFF び切り替わります。 

無線 LAN 機能の ON / OFF 状態は、無線 LAN 状態ランプ（か)）で確認できます。 

と受=り .日7「電源スイッチ/ステータス表示ランプ」 


無線 LAN 接続時のセキュ U ティー設定 

無線 LAN に接続ずる際は、本機と無線 LAN アクセスポイントで、暗号化などのセキュ 
U ティー設定び必要でず。 

A 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]-「機種名」一「ユーザー 
ズマニュアル補足編」一 r 無線 LAN 接続の設定をずる」 


Web ぺージの閲覽 

Web ぺージの閲覧には 、 「Internet Explorer 」 を使用します。 
Internet Explorer は、デスクトップ左下のアイコンから起動します。 


圓 

<lnternet Explorer アイコン > 
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セキュ IJ ティー巧ま 

インターネットに接続する場合は、必ずセキュ1」ティー巧策を行ってください。 

「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r 機種名」一「ユーザーズマニュ 
アル補足編」一「インターネットを使用する際のセキュリティー対策」 

「ユーヴーズマニュアル補足編」では、し:!下のセキュ U ティー機能について記載しています。 
•Windows Update 

♦セキュリティーソフトウェア（マカフィー. PC セキュリティセンター9日曰期間限定版） 
♦ Web フィルタリングソフトウェアりーフィルター3日曰版） 


マカフイー. PC セキュリティセンター①ユーザー登録 


マカフィー- PC セキュ1」ティセンター90曰期間限定版を使用するには、ユーヴー登録び必要 
です。インターネットに接続後、画面ち下、通巧領域の McAfee アイコン 〇琢 ） をダブルク U ッ 
クして、ユーヴー登録を行ってください。 



ユーザー登録を行わないと、製品の更新がでをません。また、サポートセンターへ 
の問い合わせにちユーザー登録が必要です。登録しないまま2週間な上経過すると、 
ソフトウエアの自動更新が停止し、最新のセキュ U ティーで保護されなくなります。 


メールの 設定をする 


電モメールの利胤こは 、 「Windows Live メール」を使用します。 


Office をインストールしているとをは 

Office をインスIルしている場合は、方ールソフト日 utlook を使用ずることもできます。 
Outlook の使用方まは、 Outlook のヘルプをご覧ください。 


Windows Live 夕ールの巧用方法 


Windows Live メールはなの場巧から起動します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Live メール」 

メールアカウントの設定画面び表示されたら、画面の指示に従ってメールアドレスなどの情報を 
入力します。必要に応じて、プロバイダーから提供されたマニュアルをご覧ください。 

メールアカウントの追加や変更は、画面上部の「アカウント」一「電子メール」または「プロバ 
テイ」で行5ことびでをます。 

Windows Live メールの詳しい使用方法は、なの場所をご覧ください。 

画面ち上の「オンラインヘルプ」 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち] 


Windows Live ホータルサイト （ http :// windowslivejp . msn . com /) 
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古いコンピューターか s データををす 


今までお使いの〕ンピューターのデータ（メールデータやアドレス帳 、 Internet Exi 310 rer のお 
気に入りなど）を本機へ移すち法は、なの場所をご覧<ださい。 

「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]-[目的か6選ぶ]-「購入後の設定」一 
rwindows XP/Windows Vista のデータを Windows 7に転送する」 


ソフトウェアをインス I ルする 


ソフトウエアを使用する場含は、ソフトウエアの マこユ アルを参照してインストールを行ってく 
ださい。 


周辺機器を接続する 


プ U ンターなどの周辺機器を使巧する場含は、周辺機器に添付のマこュアルを参照して接続を 
行ってください。 


Windows やソフトウエアをアップデートする 


Windows やソフトウェアは、アップデートして最新の状態でお使いください。 

《アップデートをするにはインターネットへの接続び必要です。 

•Windows 

自動更新の設定びされていると、更新プログラムび自動的にダウンロード、インストールされ、 
最新のが態になります。 

A 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r 機種名」一「ユーザーズマニュ 
アル補足編」一「インターネットを使用する際のセキュリティー対策」 

•ソフトウェア 

アップデートち法は、ソフトウェアのヘルプやマニュアルをご覧ください。 


システムイメージを巧巧する 


事前にシステムイメージを保存しておくと、なんらかの原因で Windows が起動しなくなった場 
合、 Windows やソフトウェアを、システムイメージ保存時の状態まで一度に U カバ U —するこ 
とがでさます。 

不具含発生時に回復でさるよラに、システムイメージを保存しておくことをおすすめします。 
保存方法は、次の場所をご覧<ださい。 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]- r カテゴ U か6選ぶ」一 「 Windows の操作」 
-「バックアップ」一 IT システムイメ ージの作成」を使ってバックアップを行う 
方法」 
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電源を切る 



• HDD のアクセスランプ点ミ威中に本機の電源を切ると、収録されているデータが破 
損するおそれがあります。 

•本機は、電源を切っていても、バッテリーパックが装着されていたり電源プラグ 
がコンセントに接続されていると、微かな電流が流れています。本機の電源を完 
全に切るには、電源コンセントか5電源プラグを抜き、バッテリーパックを取り 
外してください。 


本機の電源を切る（シャットダウンする）方法は、次のとおりです。 

〇 [スタート]-「シャットダウン」をク U ックしまず。 

Windows が終了し、自動的に電源が切れます。 

接続している周辺機器の電源を切ります。 


绿 参ち) シャットダウン時のを 意 

Windows を複数のユーヴーび使用している状態で電源を切ろうとずると、「ほかの人び 
このコンピューターにログオンしていまず。'''」と画面に表をされます。この場合は、[い 
いえ]をク U ックし、□グオンしているすべてのユーヴーを□グオフして占、 S シャットダ 
ウンしてください。 


次回電源を入れるとをは 


本機の電源を入れる際は、次の点に注意して < ださい。 



•周辺機器の電源をいつ入れるかは、周辺機器のマニュアルで確認して<ださい。 
電源を入れるタイミングがコンピューターより先か後かは、周辺機器によりミ夹まつ 
ています。 

• 電源を入れなおすとさは、20秒程度の間隔を空けてから電源を入れてください。 
電気回路に与える電気的な負荷を減6して、 HDD などの動作を安定させます。 
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装置の増設-交換 

1 アップグレードサービスやメモ U - の増設-交換方法、本機に接続できる装置 
: について説明します。 


増設-交換でをる装置 

メモ U - の装着 . 

外付け可能な周辺機器 
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増設-交換でをる装置 


本機では、お客様ご自身でメモ U - ( SODIMM ) を増設-交換することびでをます。 


進 ■ 本機では、メモリ-な外の装置をお客様ご自身で増設•交換することはできません。 


メモ U - ス□ツト 



メモリース□ツト 

本機には、メモ U —スロットび底面に2本用意されています。 


乙ジブヴレー K サ ー K ス 

当社では、本機をお預かりして装置の増設-交換を行5アップグレードサービスを有償で行って 
います。 

本機では、なの装置のアップグレードサービスを利用でをます。 


• メモ U - 


• HDD 

•光ディスクドライブ 

アップグレードサービスをご希望の場合は、カスタマーヴービスセンターにご相談ください。力 
スタマーヴービスセンターの連絡先は、 mr ) 『サポート.サービスのご案内』をご覧ください。 
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ゾモ u —の装着 


本機で使用可能なメモ U —の仕様と、メモ U —の取り付け-取り列し方法について説明します。 
本機にはメモ U —ス□ットが2本あり、^モ U —を増設-交換することがでをます。 

Windows 7吕2 bit 版；最大 4G 目まで 
Windows 7目4 bit 版；最大8白目まで 




Windows 7 32 bit 版の場合、本機に合計 4G 目のメモリーを搭載しても、システ 
ム上利用でさるメモリーの最大容量は約 3.4GB までです。 


メモリーの仕様 


本機で使巧巧能なメモ U —は、次のとおりです。 

• PC3-1 0600 S0DIMM (DDR3-1 333 SDRAM 使用） 

♦ メモリー容量 1 G 巨 （ NJ3 已日日 E のみ）、 2GB、4G 巨 

• Non ECC 
•204 ピン 

♦ CL 二9 

最新メモリー情巧 

今後、使用可能なメモ1」一び追加される場合びあります。また、それにとちない、最大搭載可能 
容量び変更になることびあります。メモリーの最新情報は、当社ホームページでご確認ください。 

http://shop.epson.jp/ 

http://www.epsondirectco.jp/support/ 


メモリー装着の組み合わせ 

本機はデュアルチャネルに対応しているため、同一容量のメモ U- を2枚1組で装着すると、デー 
夕転送连度のノ f フォーマンスび最大になります。 

メモ U —装着の組み合わせとメモ U —の動作は、なのとおりです。 


メモ U - 装着の組み合わせ 

メモ U —の動作 

同一容量のメモ U — 2枚 

デュアルチャネルで動作。転送速度最大。 

モ U — ] 枚 

通甫の転をま度で動作（シングルチャネル)。 
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メモリー取り付け•取りかし時のを意 


メモリーの取り付け'取り外しをする場合は、必ず;欠の点を確認してから作業を始めてください。 


A 

藝生 


•メモリーの取り付け-取り外しをするときは、電源プラグをコンセントから抜いて、 
バッテリーパックを取り外してください。 

取り付けたまま作業をすると、感電や火傷の原因となります。 

♦本機の分解-改造や、マニュアルで指示されている L ソ外の増設-交換はしないでく 
ださい。けが-感電-火災の原因となります。 


A 

ま意 


•メモリーの取り付け-取り外しは、本機の内部が高温になっているときには行わな 
いでください。火傷の危険があります。電源を切って10分似上待ち、本機の内部 
が十分冷めてから作業を行ってください。 

•不安定な場所（ぐらついた机の上や、傾いた所など）で、作業をしないで<ださい。 
落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 




•作業を行ラ前に金属製のものに触れて静電気を逃がしてください。メモリーや本 
機に静電気が流れると、基板上の部品が破損するおそれがあります。 

•本機内部にネジや金属などの異物を落とさないでください。 

• メモリーを持つときは、端テ部や素子に触れないでください。破損や接触不良に 
よる誤動作の原因になります。 

•装着するち向を間違えないでください。メモリーが抜けなくなるなど故障の原因 
になります。 

• メモリーを落とさないよラに注意してください。強い衝撃が、破損の原因になり 
ます。 

•メモリーの着脱は、頻繁に行わないでください。必要！;(上に着脱を繰り返すと、 
端子部などに負担がかか0、故障の原因になります。 


メモリーの取り付け•取りがし 


メモ U —の取り付け-取りがし手順は、なのとおりです。 

取 りはけ 

メモ1」一を取り付ける手順は、なのとおりです。 

n 本齡■源を切りまず。 

作業直前まで本機び動作していた場合は、本機内部びをえるまで、10分！;1上放置してください。 

h 本機に接続しているケーブル類 （AC アダプターなど）を、ずべて外します。 
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FI 本機の底面を上にして置き、バッテ U - を取りがしまず。 

〇 左側のラッチを、□ック解除位置 （ if ) に移動します。 

0 ち側のラッチを、□ック解除位置 （ d ') に移動した状態のまま、バッテ U - を矢 
印の方向にスライドさせ、取り外します。 



FI 底面カバーのネジ （6 本）を外しまず。 
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巧 底面カバーを矢印の方向に持ち上げて取りがします。 



メモ U - ス□ット吕の位置をお認します。 

ここではメモ U - ス□ット2にメモ U - を取り付ける手順を説日月します。 

メモリース□ット1 
(メモリーが装着されていまず) 

メモリース□ツト2 


><モリース□ット1のメモ U —を交換する際、メモ U —ス□ット2に><モリーが装着されて 
いるときは、方モリース□ット2の六モリーを取り外してか6作業を行ってください。 

と尹 *13.32 「取り外し」 

□ メモリーを取り付けまず。 

〇 メモリーを静電防止袋か S 取り出します。 

メモ U —の端子部や素子に触れないよラに持ちます。 



端子部 
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0 メモリーを、メモ u- ス□ット2に差し込みます。 

切 D 夕さを突起に合わせ、メモ U - を約30度の角度でメモ U — ス□ットに差し込みまず。 



〇 メモ U- を静かに倒します。 

正しく装着ずると、「カチッ」と音びして両側の固定具で固定されまず。 



巧 底面カバーを取り付けます。 

〇 底面カバーのツメを本体に合わせます。 
0 底面カバーをはめ込みます。 




31 




巧 底面カバーをネジ（巨本）で固定しまず。 



圧] バッテリーを取り付けまず。 

と易 =^p.l3 「コンピューターを設置する」 已 

m 本機の底面を下にして置きます。 

白で 取り夕 •! •したケーブル類 （ AC アダプターなど）を接続しまず。 

続いて とす =*p.33 「メモ U —取り付け•取りかし後の作業」を行います。 

取 日巧し 

メモ U- の取り外しは、 が P.30 「取り付け」の 回〜 Q を;欠の手順に読み替えて行ってく 
ださい。 

ここでは、メモ U- スロット2のメモ U- を取り外す手順を例に説明します。 

メモリーの両側を固定している固定具を外側に広げまず。 

><モリーが起を上が0ます。 



起き上びったメモリーの両端を持って静かに引き抜きまず。 

取り外したメモリーは、静電防止袋に入れて保管してください。 
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メモリー取り付け•取りかしをの作業 


メモ1」一の取り付け'取り外しをしたら、メモ1」一び正しく取り付けられているかどラか、必ず 
メモ1」一の容量を確認します。 

メモ1」一容量の確認ち法は、なのとお D です。 

本機の電源を入れて 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに CK ] を「トン、トン、 
トン…」と連続的に押して 「BIOS Setup ユーティリティー」を起動しまず。 

イ 「 Main 」 メニュー画面一 ["System MemoryJ でメモリー容量を確認しまず。 

& 臣查]を押して团 0 S Setup ユーテイリテイーを終了しまず。 

白 でメモ U- 容量び正しく表示されない場合は、メモ U- び正しく取り付け5れていないこ 
とび考えられます。すぐに電源を切り、メモ U —を正しく取り付けなおしてください。 
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か付け可能な周巧機器 


本機のス□ットやコネクターには、なのような周辺機器を取り付けることびでをます。 

各コネクターへの接続方法は、接続する機器のマニュアルやなをご覧<ださい。 

「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r 機種名」一「ユーザーズマニュ 
アル補足編」 



そのほかの巧続巧能な周巧機器 

本機では、ケーブルを介さずになの機器び接続でをます。 
-無線 LAN 対応機器（無線 LAN 内蔵時のみ機能） 
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ソフトウェアの再インストール 


ソフトウエアを再インストールする手順について説明します。 


巧インストールの刖に ...... 3扫 

Windows のインストール.. ... 39 

ドライバー/ソフトウェアのインストール . 44 

再インストール後の作業 . 47 
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再インストールの前に 


ここでは、ソフトウエアの再インス I ルを行ラ前に化要な情報を記載しています。 

再インストールとは 

本書では、 HDD をフォーマットして、 Windows や本体ドライバーなどをインストールしなお 
す作業のことを、「再インストール」と記載します。 

再インス!ルは「リカバリー」とも言います。 

再インストールび化夏は場合 

再インス! -- ルは、なんらかの原因で Windows び起動しなくなり、修復しても問題び解ミ夫でき 
ない場合に行います。通常は必要ありません。 


感 寒寒 ) HDD 領域の変更 

HDD 領域の変更は、再インス!-―ルをしなくてち、 Windows の「ディスクの管理」で 
行5ことびでさます。詳しくは、次の場所をご覧ください。 

「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r 機種名」一 r ユー 
ザーズマニュアル補足編」一 「 H □□領域の変更」 


Windows を修復する 

なんらかの原因で Windows び起動しなくなった場合は、再インス I ルを行う前に 「Windows 
回復環境」で Windows の修復を行ってみてください。再インストールをしなくてち、問題び解 
みする場合びあります。 

P.61 「Windows 回復環境 （Windows RE ) を使う」 


システムイメージの回復 


事前にシステムイメージを保巧しておいた場合は、 Windows やソフトウエアを、システムイメー 
ジな巧時の状態まで一度に U カバ U —することびでをます。 

※再インス!-ールと同様、イ呆存されているデータは消去されます。事前にバックアップを行つ 
て < ださい。 

システムイメージの回復については、なの場所をご覧ください。 

A 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]-「カテゴ U か5選ぶ」一 「 Windows の操作」 
-「バックアップ」一 IT システムイメージの作成」のデータを復元ずる方法」 
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重要事頂 


再インストールする前に、なの重要事項を必ずお読み<ださい。 

当な製な巧の BIOS へのアップデート禁止 

当社製！;(外の B の S へのアップデートは絶対にしないでください。当社製し i (がの BIOS にアップ 
デートすると、再インストールびでをなくなります。 

Web フイルタリングソフトウェアの継続利用 

本機に添付の Web フィルタ U ングソフトウェア「 i ーフィルター 30曰版」で継続利用手続を 
を行っている場合、 Windows を再インストールすると利用期限び30曰に設定されてしまいま 
す。 

この場合は、デジタルアーツ社のホームページから最新版を入手し、契約済みのシリアルのを 
利用してインストールを行ってください。 

詳細は、デジタルアーツ社にお問い合わせください。 

http://www.daj.jp/cs/supporthtm 

誠の憤巧 

インストールち法に関する最新情報を記載した紙類び添付されている場合びあります。捆包品を 
確認して、紙類び添付されている場合は、その手順に従って作業を進めてください。 


必要なメディア 


再インス!ルには、なのメディアび必要です。 


•Windows 7 U カノ （ U—DVD 


Windows び収録されています。 

• U カバ U - ツール CD 

本体ドライバーやソフトウェアを、 HDD の「消去禁止領域」からインストールするためのプ 
□グラムび収録されています。 

•そのほか必要なメディア 

お使いのシステム構成によって必要なメディアは異な D ます。 

本体ドライバーやソフトウェアは、 HDD の消去禁止領域に収録されているため、専用のメディ 
アは添付されていません。 

とす=13 .日9「添付されているソフトウェア」 


37 





再インストールの概要 


ソフトウエア再インストールの概要は、なのとおりです。 


リカバリーツール CD Windows 7リカバリー DVD 

本体ドライバーや 
ソフトウエア 

消去禁止領域 一 

〇 Windows 7リカバリー DVD か5、 Windows をインストールします。 

〇 リカバリーツール CD か S 、 リカバリーツールをインス!ルします。 

〇 リカバリーツールを使用して、 HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライ 
パーやソフトウエアをインストールします。 



^インストール作業における確認事頂 


再インス I -ールを始める前に、下記の点をご確認ください。 

•インストール 全般 

インス!-ール作業は、 AC アダプターを接続して行ってください。 

•管理ち ( Administrator ) のアカウントで□グオン 

インストール作業は、管理者 ( Administrator ) のアカウントで□グオンして行ってください。 


•システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。インストールは、 
BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行 5 ことをおすすめします。 


* ドライブ名 

本章の説明では、ドライブ構成びなのよラになっているちのとします。 

実際の光ディスクドライブのドライブ名は、 HDD 領域の数によって異なります。 

C ドライブ： HDD 
D ドライブ：光ディスクドライブ 

•さ種設定やデータのノ（ックアップ 

再インス!-ールを行ラと、設定した事項び元に戻ってしまったり、データび消去されたりしま 
す。再インストールを行う前に必要に応じて設定を書を写したり、データのバックアップを行っ 
ておいて < ださい。 

とす = p .40 「バックアップを取る」 

•初期設定 ツール 

初期設定ツールは、 Windows を再インストールすると消去されます。初期設定ツールでイン 
ストールしたソフトウエアは、し U 降で説明する手順に従ってインストールを行ってください。 
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Windows のインストール 

Windows のインストールについて説明します。 


インス I ルの流れ 


Windows のインストールの流れはなのとおりです。 


バックアップを取る 



本機を購入時の状態にずる 



インストールの開始 



HDD のフオーマツトとファイルのコピー 



セツトアップ 



終了 












バックアップを取る 


C ドライブの設定やデータは、 Windows の再インストールを行ラと消えてしまいます。再イン 
ストールの前に、なの設定やデータのバックアップを行ってください。* 

• ネットワークの設定 

接続に関する設定を書を写しておいてください。 

• Internet Explorer の「お気に入り 」. Windows Live メールの「アドレス帳」やメールデータ 

A 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]-「カテゴ U か5選ぶ」一 「 Windows の操作」 
—「バックアップ」一 「 Windows 転送ツールを使う」 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウエアのマニュアルを 
ご覧ください。 

•そのほか重要なデータ 

* 再インストール中に HDD 領域の変更を行5と、 C ドライブし:!がのドライブ （ D や E など） 
のデータち消えてしまいますので、バックアップを行ってください。 

HDD 領域の変更を行わない場合でち、念のためバックアップを取ることをおすすめします。 


本機を購入時のが態にする 


マウスなどの周辺機器び接続されていたり、 BIOS の設定値び変更されていたりすると、正常に 
インストールび行われない可能性びあります。本機を購入時の状態に戻してから再インストール 
を行ってください。 


Windows 7のインストール 


Windows 7のインストールち法は、なのとおりです。 

Windows 7 Ultimate/Professional の場合 、 Windows XP Mode も同時にインストールさ 
れます。 


本機の電源を入れ 、 「Windows 7 U カバ U — DVD 」 を光ディスクドライブにセッ 
卜します。 

「自動再生」画面び表おされた6、 ^をク U ックし、画面を閉じてください。 

ここか6はインストールを行いません。 

口 [スタート]-[^] - 「再起動」をクリックして、本機を再起動します。 

卜 j 「 EPSON 」 と表示後、黒し、画面に 「Press any key to boot from CD or DVD 」 
と表示された5、どれかキーを巧します。 

-定時間内にキーを巧さないと、 HDD 内の Windows び起動してしまいまず。 Windows び 
起動してしまった場合は、 已へ 戻ります。 

「システム回復オプション」画面び表示された5、[次へ]をク U ックしまず。 
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巧 オペレーテイングシステムの一覽画面び表示された5、 「 Windows の起動に伴う…」 
を選択し、[巧へ]をクリックします。 


「回復ツールを選択してください」と表示された5、 「 Windows の再インス!ル」 
をク U ックします。 

U 「インス!ルを開始しますか？」と表示された5、[はし VI をクリックしまず。 

「インス!ルずるオペレーテイングシステムを選択してください」と表示された5、 
[次へ]をクリックしまず。 

「ライセンスを項をお読みください。」と表示された5、内容をお詔し、「同意しまず」 
にチェックを付けて、[次へ]をク U ックします。 

¢1 「 Windows のインス!ル場所を選択してください。」と表示された6、「ドライブ 
オプション（詳細)」をク U ックします。 

※「消去禁止領域」には、ドライバーやソフトウェアの再インストール用データび収録されて 
います。絶対に削除しないでください。 



r ミ肖去禁止領域」は 
削除しないでぐだ 
さい 


クリック 


<イメージ> 


場合によって、次のとおり作業を続けまず。 


領域変更を行わない場合（通常) 


〇 「ディスク0パーティシヨン2」 （ C ドライブ）が選択された状態で「フォーマット」 
をク U ックします。 


0 「パーテイシヨンには…」とま示された5、 [0 口をク U ツクします。 

フォーマツトび開始されます。 
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0 フォー マットが終了すると、[次へ]がク U ックできる状態になります。 

「ディスク0パーティシヨン2」 （ C ドライブ）が選択された状態で[次へ]をクリッ 
クします。 

Windows のインス!ルび開始されます。システム構成にちよ D まずび、インス!ルは 
吕〇分〜40分かかりまず。 

m の画面び表示されるまでキーボードやタッチパッドは操作しないでください。 


領域変更を行弓場合 


〇 「ディスク0 J ティシヨン2」にドライスが選択された状態で r 削除」をク U ツ 
クします。 

0 「パーティシヨンには…」とま示された5、 [0 口をク U ツクします。 

削除したバーティシヨン （C ドライブ）び「未割り当て領域」となります。 

© 次のとおり作業を続けます。 


C ドライブを分割したい場合 


( 1 ) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、 r 新規」をク IJ ックします。 

〇 に進みます。 

C ドライブの容量を増やしたい場合 

すでに HDD び分割されている場合は、 C ドライブ1；(外のドライブを削除して未割り当ての領 
域を増やしまず。ただし、削除したドライブのデータは消えてしまいます。 

(1) 消去禁止領域 L ソがの、そのほかのパーティシヨンを C ドライブと同様に削除 
し、「ディスク0未割り当て領域」を増やします。 

(2) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をク IJ ックします。 

〇 に進みます。 

〇 C ドライブのサイズを巧めます。サイズを入力し、「適用」をク U ックします。 

C ドライブには、 80GB (80000MB) 程度を割り当てることをおすすめしまず。 

© r ディスク0パーティシヨン2」 （ C ドライブ）が選択された状態で、[次へ]をクリッ 
クします。 

Windows のインス!-ールび開始されます。システム構成にちよ D まずび、インス!-ールは 
吕〇分〜40分かかりまず。 

m の画面び表示されるまでキーボードやタッチパッドは操作しないでください。 

m r 新しいアカウントのユーザー名と…」と表示された6、ユーザー名、コンピューター 
名を入力し、[次へ]をク U ックしまず。 

※ユーヴー名、コンピューター名は半ち英数字を入力してください。 

m 「ユーザーアカウントのパスワードを設定します」と表示された5、パスワード（任意） 
を入力し、[次へ]をクリックします。 

の 「コンピューターの保護と…」と表示された5、更新の設定をクリックして選択します。 

「推奨設定を使用します」を還択することをおすすめします。 
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m 「日付と時刻の設定をお詔します」と表示された5、「タイムゾーン」び r 大阪、札 
幌、ま尉になっていることをお詔し、旧付」、「時刻」を設定し、[次へ]をクリッ 
クします。 

E ネットワークに接続している場合、「お使いのコンピューターの現在の場所を選択し 
てください」と表示されまず。場所をクリックして選択しまず。 

の Windows のデスクトップ（下記の画面）び表示された 6 、rWindows 7リカバリー 
□ VDJ を光ディスクドライブか5取り出します。 



これで Windows 7のインストールは完了です。 

続いて、本体ドライバーやソフトウエアをインストールしまず。 
とす = P .44 「ドライバー/ソフトウェアのインストール」 


領域変更を行った5 

Windows のインストール中に領域変更を行った場合は、ずべてのインス I ル作業び終 
わった後で、 r 未割り当て領域」をドライブにしまず。 

とす = p .47 「ドライブを作成する」 
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ドライバー/ソフトウ I アのインストール 


Windows をインストールしたら、ドライバーやソフトウェアをインス I -ールします。 

購入時のインス!-ール状態は、 と歹 目目「添付されているソフトウェア」で確認してください。 


U カパ u — ツールのインストール 


ドライバーやソフトウェアをインストールするためのツール「1」カバ U- ツール」をインストー 
ルします。 

U カバ U —ツールのインストール方法は、なのとおりです。 

Q 「リカバリーツール CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

Q 「自動再生」画面び表示された5、 rsetup . exe の実行」をクリックしまず。 

「自動再生」画面び表おされない場合は、[スタート] 一「コンピューター」一 fEPSON.CDJ 
をダブルク U ックします。 

R (降は画面の指示に従ってインス I ルを行ってください。 

「ユーヴーアカウント制御」画面び表おされた場合は、[はい]をク U ックします。 
インストールび完了すると、デスクトップ上に「1」カバ U- ツール」アイコンび表示されます。 



く リカバリー ツール アイコン> 

Q 「リカバリーツール CD 」 を光ディスクドライブか5取り出しまず。 

これで「リカバ U —ツール」のインストールは完了です。 


U カバ U — ツールか6インス I ^ールする 


次のドライバーやソフトウェアは、 U カバ U —ツールを使用してインストールします。 


♦本体ドライバー 
•Adobe Reader 

• Endeavor 電源プラン設定ツール 

• Nero Multimedia Suite 10 Essentials 
•WinDVD 

♦アプリケーシヨン CD 

• Windows Live Essentials •マカフイー. PC セキュ U テイセンター目日日期間限定版 

• Internet Explorer 9 • i —フイルター 30日版 • 目 in 呂 Bar 
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マカフィ—- PC セキュリティセンター9日曰期間限定版のインストール 

マカフィー ‘PC セキュリティセンター目日曰期間限定版は、マカフィー社の登録ユーヴー 
向けサービス「マイアカウント」か5最新版をインス!-ールすることをおすすめします。 

https :// jp . mcafee . com / root / login.asp 

※サービスを利用するには、事前にユーヴー登録び必要です。 

ユーザー登録をされていない場合は、 U カバ U —ツールか5インスI-ールしてくださし、。 
再インストール用データは、バージョンびちい可能性びあります。ライセンス契約中であ 
れば、オンラインで最新バージョンにアップデートび巧能です。 


U カバ U —ツールからドライバー和ソフトウェアをインストールする方法は、次のとおりです。 

Q デスクトップ上の「リカバリーツール」アイコンをダブルクリックします。 

Q 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、[はい]をクリックしまず。 

R 「リカバリーツール」画面び表示された5、[インス!ル]をクリックしまず。 

む ドライバーやソフトウェアの一覧び表示された5、インス!ルする項目を選択し 
て[インス!^ール]をク U ックします。 

※最初は必ず「本体ドライバー」をインストールしてください。 



<イメージ> 

R (降は画面の指示に従ってインス I ルを行ってください。 


本体ドライバーの場合 


「ドライバー•ソフトウェアのインストール」画面び表示された5、[インストール]をク U ッ 
クしてください。インストールび完了した6、 [PC 再起動]をク U ックして、コンピューター 
を再起動します。 
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アプリケーシヨン c □の場合 

「アプリケーションのインストール」画面が表示されたら、インストールする項目をクリック 
して < ださい。 


Windows Live Essentials の場合 

r インストールするプ□グラムの選択」と表示されたら、「インストールする製品の選択」をク 
U ックしてください。製品の一覧が表示されたら、そのまま[インストール]をク U ックすると、 
購入時と同じ製品がインスI-ールされます。 


リカバリーツールの[ファイル削除]の表示について 

U カバリーツールか5インストールを行ラ隙、ソフトウエアによっては一時的に HDD に 
インストール用データをコピーします。「リカバ U —ツール」画面で[ファイル削除]び 
黒字で表示されるとさは、コピーされた不要なインスI-ール用データび HDD に残ってい 
ます。[ファイル削除]をクリックしてデータを削除すると、 HDD の容量を節約するこ 
とびでさます。 


そのほかのメディアか6インストールする 


お使いのシステム構成によって、必要なドライバーやユーティ U ティー、ソフトウェアをインス 
トールします。インストールは、機器やソフトウェアのメディアを使用して行ってください。 

•マウスユーティ U ティー 
•ソフトウェア （ Office など） 

•プリンターのドライバー 
•デジタルカメラのソフトウエア 


など 


ATOK のインストール 

ATOK 無償試用版 （3 日曰間）は、下記のページか5ダウン□ー ドして<ださし、。 

http :// www . atok . com / try / 
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再インストールをの作業 


再インス I -ールび完了したら、必要に応じて;欠の作業を行ってください。 


バックアップしたデータの復元 


再インストールを行う前にノ（ックアップしたデータを復元します。 

• Internet Explorer、Windows Live メールの設定 

A 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]-「カテゴ U か5選ぶ」一 「 Windows の操作」 
—「バックアップ」一 「 Windows 転送ツールを使う」 

•そのほか重要なデータ 

バックアップ先のメディアなどから元に戻します。 


ドライブを作がする 


Windows のインストール中に HDD 領域を変更した場合、「未割り当て領域」はそのままでは 
使用でをません。 Windows の「ディスクの管理」でドライブを作成すると、使用でさるよラに 
なります。ドライブの作成ち法は、なの場所をご覧ください。 

A 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]—「機種名」一「ユーザーズマニュ 
アル補足編」一 「 HDD 領域の変更けに張/縮ル/削除/作成)」一「ドライブを 
作成ずる場合」 


r ネツトワークの設定 


■ 


再インス!-ールを行5前に書を写しておいた設定を元に、ネットワークの設定を行います。 
Wakeup On LAN を使用する場合は、設定を行います。 

A 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r 機種名」一「ユーザーズマニュ 
アル補足編」一「ネットワーク機能（有線 LAN )」一 rwakeup On LAN 」 


Windows やソフトウエアをアップデートする 


再インストールをすると、今までに行った Windows やソフトウエアの更新び元の状態に戻って 
しまいます。最新の状態になるよラ、アップデートを行ってください。 

《アップデートをするにはインターネットへの接続び必要です。 

•Windows 

自動更新の設定びされていると、更新プログラムび自動的にダウンロード、インストールされ、 
最新の状態になります。 

A 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r 機種名」一「ユーザーズマニュ 
アル補足編」一「インターネットを使用する際のセキュリティー対策」 


• ソフトウエア 

アップデートちまは、ソフトウェアのヘルプやマニュアルをご覧ください。 
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最新のドライパーを入手する 


当社ユーヴーヴポートページでは、本機の最新ドライバーを提供しています。必要に応じ、ダウ 
ンロードしてご利用ください。 

http://www.epsondirectco.jp/support/ 


48 





困つたとをは 


困ったとさの確認事項や対処方法などについて説明します。 
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トラブルび巧生した 6 


困ったとを、トラブルび発生したとさは、なのよラに巧処方まを探してください。 


起動•画面表示でをる場合… PC お役立ちナビで調べる 


コンピューターを起動、画面表示でをる場合は、 「 PC お役立ちナビ」の[トラブル解ミ夫]で巧 
処方法を探してください。 



ダブルクリック 


< PC お役立ちナビアイコン> 


PC お役立ちナビ 


咱 


口^^^^^^^^^^^ 


民田を；'■カレて<ださい。 A— ド；イスク内の宜边と.ウェブけイトめオンライン!宜ちとの；巧しちまが巧おです。 


LsEARCH 1- 


口 



トラブルの 
種類を選択 
しまず 


候補の中か5見たい項目を選択すると、 
内容が表示されます 


50 























































システム診がツール 

「PC お役立ちナビ」の[トラブル解ミ夫]には、システム診断ツールび搭載されています。 
とす =p .日3「システム診断ツールを使ラ」 



トラブル シューテ イング ツール 

Windows 7 にはトラブルシューティングツールを集めたコーナーび用意されています。 

[スタート]—「コント □ —ルパネル」一「システムとセキュリティ」一「コンピューター 
の一般的な問題のトラブルシューティング」 



トラブルシューテイングツールの一覧び表示されたら、トラスレに応じたツールをク U ックして、 
トラブルシューテイングを行ってみてください。 


起動•画面表术でをない場合 


コンピューターを起動、画面表示でをない場合は、 と安 =p.52 「起動-画面表示でをないとさは」 
をご覧ください。 
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起動 • 画面表おでをないとまは 

コンピューターを起動、画面表示でをない場をは、診断を行い、各診断結果に応じた对処をして 
<ださい。 


診断をする 


なの診断を行ってください。対処ちまびミ夫まったら、 とす= P .53 r 巧処をする」へ進んでください。 


スタ—卜 


コンピューターの 
電源が入る 


Yes み 

黒し、画面に EPSON □ ゴび 
表示される 


Yes み 

黒い画面にエラー 
メッセージび表示される 


No 




し 


システム修復を促ず画面が 
表示される ， 


Yes 


No 


Windows 起動 • 使用時に 
不具合が発生ずる 


Yes 





Windows に不具合び 
発生している可能性び 
ありまず 


巧処方ま □ 

^^p.54 


巧処方ま E 

とす = p .已已 






















巧処をする 


コンピューターを起動、画面表示でをないとさの対処方法は、なのとおりです。 

対処後も不具合び解消しない場合は、 OTD 『サポート•サービスのご案内』をご覧になり、ヴポー 
卜窓□までお問い合わせください。 

巧巧 A 

なの対処を順まに行ってみてください。 

n コンピューターの電源を入れなおす 

電源を入れなおす場合は、20砂程度の間隔を空けてか6電源を入れてください。20砂!;1内 
に電源を入れなおすと、電源び異常と判断され、システムび正常に起動しなくなる場合びあ 
ります。 


I ■^イ 電源コード / AC アダプター/バッテリーパックを接続しなおず 

コンピューターへの電源供給に問題がある可能性があります。コンピューターの電源を切って 
から、電源コード、 AC アダプター、バッテリーパックを外して1分程度放置し、再度電源を入れ、 
問題が解決されるかどラか確認してください。 

バッテリーパックのみで使用している場含は、完全放電している可能性があります。 AC アダ 
プターを接続して使用してみてください。 

n 周辺機器や増設した装置を取り外ず 

本機をご購入後に、プ U ンターやスキャナーなどの周辺機器、方モ U —など、お客様ご自身で 
増設された装置びある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解決されるかどラ 
か確認してください。 

巧伽ま B 

次の対処を順番に行ってみて<ださい。 

b 電源コード/ AC アダプター/バッテリーパックを接続しなおず 

コンピューターへの電源供給に問題がある可能性があります。コンピューターの電源を切って 
から、電源コード、 AC アダプター、バッテ U —パックを外して1分程度放置し、再度電源を入れ、 
問題が解決されるかどラか確認してください。 

バッテリーパックのみで使用している場含は、完全放電している可能性があります。 AC アダ 
プターを接続して使用してみてください。 

口 周辺機器や増設した装置を取り外ず 

本機をご購入後に、プリンターやスキャナーなどの周辺機器、><モリーなど、お客様ご自身で 
増設された装置がある場をは、装置を取0外した状態で電源を入れ、問題が解決されるかどラ 
か確認してください。 
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巧巧 c 

まず、なの表をご覧になり、エラーメッセージに応じた対処をしてください。 


メッセージ 

内容および巧処方ま 

Reboot and Select proper Boot 
device or Insert Boot Media in 

selected Boot device and press 
a key 

• ブートデバイスにシステムびない場合は 、 「BIOS Setup ユー 
ティ U ティー」-「巳日日りメニュー画面— 「 Boot 日 pti 日 n 
Priorities 」 で、システムの入ったデバイスを割り付けてくだ 
さい。 

♦ブートデバイスにメディアび挿入されていない場合は、システ 
ムの入った方ディアをブートデバイスに挿入してください。 

CMOS Battery Low 

バックアップ用電池の容量び不足して 、 CMOS RAM の内容を保 
持でをません。カスタマーヴービスセンターまでご連絡<ださい。 

CMOS Checksum Bad 

CM 日 S の設定び正しく行われていません 。 「BIOS Setup ユー 
ティ U ティー」 一 「 Save Si Exit 」 メニュー画面 一 「 Load 
Optima ! Defaults 」 を選択してください。 

CMOS Date/Time Not Set 

日付と時間の設定び正しく行われていません。「巨 IOS Setup ユー 
ティリティー」一 「 Main 」 メニュー画面で曰付と時刻の設定をな 
おしてか5 [Save & Ex け」メニュー画面 - 「Save Changes 
and Reset 」 を選択してください。 


あてはまるメッセージびない場合は、なのとおり対処してみてください。 

1, 周迈機器や増設した装置を取りがず 

本機をご購入後に、プ U ンターやスキャナーなどの周辺機器、メモ U —など、お客様ご自身で 
増設された装置びある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題び解ミ夫されるかどラ 
か確認してください。 

巧巧 D 

なのとおり対処してみてください。 

n 表示された画面の指示に従ってシステムを修復ずる 

4 Windows を再インス!ルずる 

HDD 内に記録されている、起動部分のプ□グラムび破損している可能性びあります。 
Windows の再インストールを行って、問題び解ミ夫されるかどうか確認してください。 

グす = p .3 巳「ソフトウェアの再インストール」 
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巧巧 E 

なの対処を順まに行ってみて<ださい。 

n コンピューターの電源を入れなおず 

電源を入れなおす場合は、20砂程度の間隔を空けてから電源を入れてください。20秒!;1内 
に電源を入れなおすと、電源び異常と判断され、システムび正常に起動しなくなる場合びあり 
よす 0 

口 周辺機器や増設した装置を取りがず 

本機をご購入後に、プリンターやスキャナーなどの周辺機器、六モリーなど、お客様ご自身で 
増設された装置びある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が解決されるかどラ 
か確認してください。 

y セーフモードで起動し、常駐ソフトを停止したり、システムの復元を行う 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみて<ださい。 

と易 = p .已7「セーフモードでの起動」 

セーフモードで起動でさた場合は、常駐ソフト（システム稼動中、常に稼動しているソフト） 
を一時的に停止させることで問題び解決するかを確認してください。 

とす =» p . 已8「常駐ソフトの停止」 

常駐ソフトが原因ではなかった場をは、「システムの復元」を行ってみてください。前のコ 
ンピューターの状態に戻すことで、問題び解決でさる可能性があります。 

とす = p .已8「システムの復元」 

[ I 前回正常起動時の構成で起動ずる 

セーフモードで起動でさない場合は、前回正常起動時の構成で起動でをるかどラかを確認します。 
と F * p . 已日「前回正常起動時の構成で起動する」 

曰 BIOS の設定を初期値に戻ず 

BIOS の不整をが原因で問題が発生している可能性があります。目の S の設定を初期値に戻し、 
問題び解決されるか確認してください。初期値に戻す前に BIOS の設定を;><モしておいてくだ 
さい。 

とす = p .已9 「 BI 日 S の初期化」 

曰 Windows RE を使う 

「 Wind 日 WS 回復環境 (Windows RE )」 の回復ツールを使用して、 Windows を修復してみて 
ください。 

とす^ P.61 「 Windows 回復環境 （ Wind 日 ws RE ) を使ラ」 

kJ Windows を再インス! -- J レずる 

HDD 巧に記録されている、起動部分のプ□グラムが破損している可能性があります。 

Wind 日 WS の再インストールを行って、問題び解決されるかどラか確認してください。 

と易3 13.3已「ソフトウェアの再インストール」 
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トラブル時に効果的な巧処方法 


トラブル時に効果的な対処方法を紹介します。 


機能 

こんなとをに 

再起動と 多 .已色 

本機を再起動しまず。 

-使用しているソフトウェアで指示びあった場合 
-ソフトウェアや Windows の動作び不安定になっ 
たとさ 

ソフトウエアの強制終了と 多ご P. 已7 

ソフトウエアを強制終了しまず。 

-ソフトウェアや Windows び、キーボードやタツ 
チパツドか6の入力を受け付けず、何ち反応しな 
<なったとさ 

セーフモードで起動 な P. 已7 

必要最低限の状態で Windows を起動しまず。 

- Windows び正常に起動でをないとき、動作び不 
安定になったとさ 

常駐ソフトの停止と す .已8 

不具合のある常駐ソフトを停止しまず。 

- Windows び正常に起動でをないとき、動作び不 
安定になったとさ(セーフモードで起動でをたとを） 

システムの復元と 易3 P. 己8 

Windows を凹前に作成した復元ポイントの状態に 
民します。 

- Windows び正常に起動でをないとき、動作び不 
安定になったとさ（セーフモードで起動でさたと 
さ） 

前回正常起動時の構成で起動.已9 

Windows を前回正常起動できた状態に戻しまず。 

- Windows び正常に起動でをないとき、動作び不 
安定になったとを（セーフモードでを起動でをな 
し、とさ） 

BIOS のネ刀期 化と す =* p . 已9 

BIOS の設定を初期値に戻しまず。 

-目 IOS の設定を誤って本機び起動しな<なったと 
さ、動作び不安定になったとさ 

リチウム電池の交換と す" P. 色0 

リチウム電池を交換しまず。 

-曰時や時間びおかし<なる 
- BIOS で設定した値び変わってしまラ 

Windows 回復環境 （Windows R 口 
と受二 P . 色1 

Windows を修復します。 

- Windows び正常に起動できないとき、動作び不 
安定になったとさ 

ソフトウエアの再インス1ル とミ="口.3 日 

本機を購入時の状態に戻しまず。 

- Windows び正常に起動でをないとき、動作び不 
安定になったとさ（上記項目の対処をしてち起動 
でさないとを） 

システム診断ツー ルと す" P. 色3 

八ードウエアに不具合があるかど5かを診断しまず。 

-不具合の原因び八ードウェアにあるかどラかを調 
ベたいとさ 


再起動 


電源び入っている状態で、本機を起動しなおすことを「再起動」と言います。 

なのよラな場合には、本機を再起動する必要びあります。 

•使用しているソフトウエアで指示があった場合 

• Windows の動作が不を定になった場合 

本機の再起動方法は、なのとおりです。 

D [スタート]-[^] - 「再起動」をクリックしまず。 

再起動してち状態び改善されない場合は、本機の電源を切 D 、 しばらくしてから電源を入れてく 
ださい。 
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.アの強制終了 


ソフトウエアや Windows びキーボードやタッチパッドからの入力を受け付けず、何も反応しな 
くなつたが態を「八ングアップ」と言います。 

八ングアップした場合は、ソフトウエアの強制終了を行います。 

ソフトウエアの強制終了ち法は、なのとおりです。 


Q 回+画]+極3を押します。 

表示された項目か5「タスクマネージヤーの起動」をクリックしまず。 

「 Windows タスクマネージヤー」が起動します。 

^ 「アプリケーシヨン」タブか 5A ングアップしているソフトウェアを選択して[タス 
クの終了]をク U ックしまず。 

挂制的に電源を切る 

fctiT ] + fTiD + [ d ^ を押しても反応びない場合は、強制的に本機の電源を切ります。 
強制的に本機の電源を切る方法は、なのとおりです。 

K • 本機の電源スイッチ （（!）） を已秒じし h 巧し続けます。 

本機の電源び切れます。 


3 


:—フモードでの起動 


本機を正常に起動でをない場合は、セーフモードで起動してみてください。 

セーフモードで起動する方法は、なのとおりです。 

本機の電源を切り、吕〇秒程が■してか5電源を入れまず。 

EPSON と表示され、 消えた直後に を「トン、トン、トン…」と連続的に巧 
します。 

「詳細ブートオプション」画面び表示された5、 CZD または CTD を巧して r セー 
フモード」を選択し、 m を巧します。 

セーフモードで起動でをた場合は、不具合に対処してください。 
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常駐ソフトの停止 


セーフモードで起動でをた場合は、常駐ソフト（システム稼動中、常に稼動しているソフト）を 
一時的に停止させることで問題び解まするかを確認してください。 

常駐ソフトを停止する手順はなのとおりです。 

n [スタート]- r 検索ボックス」に rmsconfi 邑」と入力して、を巧しまず。 

h 「スタートアップ」タブをクリックし、一覧か5問題の原因となっている可能性のあ 
る項目（常駐ソフト）のチェックをがし、 [0 口をクリックします。 

「再起動び必要な場合びあります」とい弓メッセージび表示された6、[再起動]を 
クリックします。 

常駐ソフトび原因ではなかった場合、がしたチェックは元に戻してください。 


システムの復元 


本機の動作び不を定になった場合、「システムの復元」を行って Windows をし U 前の状態（復元 
ポイントを作成した時点の状態）に戻すことで、問題び解までをることびあります。復元ポイン 
卜は通常、ソフトウエアのインス I -ールなどを行った際に自動的に作成されます。 

システムを復元ポイントの状態に戻すち法は;欠のとおりです。 

n [スタート]-「すべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツール」一「シ 
ステムの復元」を選択しまず。 

口 「システムの復元」画面に r 巧奨される復元」か r 別の復元ポイントを選択する」の 
選択肢び表示された場合は、 r 推奨される復元」を選択します。 

復元ポイントを自分で指定したい場合は、「別の復元ポイントを還おする」を還おします。 

曰 [次へ]をクリックしまず。 

Q 復元ポイントの一覧び表示された場合は、復元ポイントを選択し、[次へ]をクリッ 
クします。 

9 r 復元ポイントの確認」と表示された5、内容をお詔し、院了]をクリックしまず。 

E 「いったんシステムの復元を開始した6…」と表示された5、[はい]をクリックし 
まず。 

本機び再起動します。 

U 再起動後、「システムの復元は正常に完了しました。…」と表示された5、[閉じる] 
をクリックします。 

これでシステムの復元は完了です。 
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前回正常起動時の構がで起動する 


セーフモードで起動でをない場合は、前回正常起動時の構成で起動でをるかど5かを確認します。 

P 本獅電源を人れまず。 

口 「 EPSON 」 と表示され、 消えた直後に を「トン、トン、トン • • •」と連続 
的に押しまず。 

「詳細ブートオプション」画面び表示された5、 CTD または CTD を巧して、「前 
回正常起動時の構成（詳細)」を選択し、を押します。 


BIOS の初期化 


「BIOS Se 山 P ユーティ U ティー」の設定を間違えてしまい、万一、本機の動作び不安定になっ 
てしまった場合などには 、 BIOS Se 山ロユーティ U ティーの設定を BIOS の初期値に戻してみ 
てください。 

BIOS Setup ユーティ U ティーの設定を BIOS の初期値に戻すち法は、なのとおりです。 

《 「 Security 」 メニュー画面にある項目の設定は、初期値に戻りません。 

n 本齡電源を人れます。 

すでに Windows び起動している場合は再起動します。 

口 本機の起動直後、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに臣幻を「卜 
ン、トン、トン • • •」と連続的に押しまず。 

Windows び起動してしまった場合は、再起動して 白を もう一度実行してください。 

& 「BIOS Setup ユーティリティー」び起動して 「 Main 」 メニュー画面び表示されます。 

[ F 9 I を巧ず、または ["Save & Exit 」 メニュー画面一 「Load Optimal Defaults 」 
を選択すると次のメッセージび表示されまず。 

- Load Optima 丄 Defaults - 

Load Optimal Defaults? 

Yes No 


巧 [ Yes ] を選択して回を押しまず。 
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曰 [ F10 1 を巧ず、または |"Save & Exit 」 メニュー画面 — |"Save Changes and 
Reset 」 を選択ずると、次のメッセージび表示されまず。 

- Save & reset - 

Save configuration and reset.' 

Yes No 


Q [ Yes ] を選択してを押しまず。 

「巨 I 日 S Setup ユーティ U ティー」が終了し、 Windows が起動します。 


U チウム電池の交換 


「BIOS Se 山 P ユーテイ U テイー」で設定した情報は、マヴーボード上の U チウム電池によりな 
持されています。 

U チウム電池は消耗品です。コンピューターの使用状況により異なりますび、 AC アダプターや 
バッテ U —からの電力供給びまったく無い場合、本機の U チウム電池の寿命は約已年です。 

曰付や時間びおかしくなった D 、 BIOS で設定した値び変わってしま5ことび頻発するよラな場 
合には、 U チウム電池の寿命び考えられます。 nriffD 『サポート•サービスのご案内』をご覧に 
なり、カスタマーヴービスセンターまでご連絡ください。 
















Windows 回復摄境 (Windows RE ) を使う 


本機の HDD と 「Windows 7 U カバ U — DVD 」 には、 「 Windows 回復環境 (Windows 
RE )」 び設定されています 。 Windows RE を使用して、修復を行ってみてください。 


Windows RE の項目 

Windows RE には、なの項目びあります。 



<イメージ> 


•スタートアップ修復 

Windows を起動でをない問題を自動的に修正します。 Windows び起動でをないとさは、ま 
ずスタートアップ修復を行ってみてください。問題び解ミ夫しない場合は、「システムイメージ 
の回復」を行ってください。 

•システムの復元 

コンピューターを！;(前の状態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻します 。 Windows 
の動作び不ま定な場合に行ってみて<ださい。 

とす=*り.58 「システムの復元」 

問題び解ましない場合は、「システムイメージの回復」を行ってください。 

•システムイメージの回復 

事前にシステムイメージを保巧しておいた場合は、 Windows やソフトウェアを、システムイ 
メージなを時の状態まで一度に U カバ U —することびでをます。 

※再インス!-ールと同様、イ呆存されているデータは消去されます。事前にバックアップを行っ 
て < ださい。 

システムイメージの回復については、なの場所をご覧ください。 

^ 「 PC お役立ちナビ」一[お役立ち]-「カテゴリか5選ぶ」一 「 Windows の操作」 
-「バックアップ」一 IT システムイメージの作成」のデータを復元ずる方法」 

•Windows メモ U 診断 

メモ U —に八ードウェアエラーび発生しているかどラかを確認します。 

•コマンドプ□ンプト 
コマンドプロンプトウィンドウを開をます。 
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HDD 巧の Windows RE を起動する 

HDD 内の Windows RE を起動するち法は、なのとおりです。 

n 本機の電源を切り、20秒程放置してか6、電源を入れまず。 

「 EPSON 」 と表示され、型をを直塗に回を「トン、トン、トン • • •」と連続 
的に巧しまず。 

■(| 「詳細ブートオプション」画面び表示された5、「コンピューターの修復」を選択し、 
W を巧します。 


FI 「システム回復オプション」画面び表示された5、[次へ]をク U ックしまず。 

巧 「回復オプションにアクセスずるには…」と表示された5、「ユーザー名」を選択し、 
パスワードを設定していた場合には、「パスワード」にパスワードを入力して、 [0 口 
をクリックします。 

「回復ツールを選択してください」と表示された5、実行したい項目をクリックしま 
ず。 lil 降は、画面の指示に従って作業を行ってください。 

と易 .日1 「Windows RE の項目」 

DVD の Windows RE を起動する 

Windows RE は 、 「Windows 7 U カバ U — DVD 」 にも収録されています。 HDD 内に設定さ 
れている Windows RE を消去してしまった場合などに使用してください。 

DVD に収録されている Windows RE の起動ち法は、なのとおりです。 

n 「Windows 7リカバリー DVD 」 を光ディスクドライブにセットして、本機を再起 
動します。 

トイ 「 EPSON 」 と表示後、黒し、画面に 「Press any key to boot from CD or DVD 」 
と表示された5、どれかキーを押します。 

FI 「システム回復オプション」画面び表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

FI オペレーティングシステムの一覧び表示された5、[次へ]をクリックしまず。 

6 「回復ツールを選択してください」と表示された5、実行したい項目をクリックしま 
ず。 lil 降は、画面の指示に従って作業を行ってください。 

尸す .日1 「Windows RE の項目」 
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システム該断 ツールを 使 5 


システム診断ツールを使ラと、八ードウエアに不具合が発生しているかどラかを診断することが 
でをます。 

システム診がツールの種類 

システム診断ツールには、なの2種類びあります。 

• PC お役立ちナビか5起動するシステム診断ツール 

PC お役立ちナビからシステム診断を行5ことびでをます。 Windows を起動でをる場合に使 
用します。 


• CD か5起動するシステム診断ツール 

Windows び起動でをない場合に、「1」カバ U - ツール CD 」 からツールを起動してシステム診 
断を行います。 

システム診巧を実行する 

Windows を起動でをる場合とでをない場合で、システム診断の実行ちまは異なります。 


Windows を起動できる場合 

PC お役立ちナビからシステム診断を行います。 

実行方法は、なのとおりです。 

デスクトップ上の 「 PC お役立ちナビ」アイコンをダブルクリックします。 

m 

く PC お役立ちナビアイコン> 

口 PC お役立ちナビび起動した5、[トラブル解ミ夫]-[システム診断ツール起動]を 
クリックします。 

「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[はい]をクリックします。 

システム診断ツールび起動した5、該断したい項目をクリックします。 

該当項目の診断び開始されます。 

口 診断び終了した5、診断結果をお認しまず。 

rPassedJ と表おされた場合、八ードウエアは正常に動作しています。 

「 Failed 」 と表おされた場合は、該当項目に不具合びある可能性びあります。 

[ HD 『サポート'サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
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Windows を起動できない場さ 

ru カバ U - ツール CD 」 からシステム彭断 ツールを 起動します。 

実行ち法は、なのとお D です。 

「リカバリーツール CD 」 を光ディスクドライブにセットして、本機を再起動しまず。 

h 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、消えたあと 、 「Kernel Loading - -- 
Press any key to run PC TESTJ と表示された目、どれかキーを巧しまず。 

システム診断ツールが起動し、自動的に診断が開始します。 

F 1 診断び終了した5、診断結果を確認しまず。 

「 F 」 が表示された場含は、表示された項目に不具合がある可能性があります。 \JM) 『ヴポー 
卜•サービスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 

Eh 光ディスクドライブか5 C □を取り出し、電源を切りまず。 

これでシステム診断は完了です。 
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さ部の名赖 


正面•を側面 


•内蔵マイク'义 
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電源スイツチ/ステータス表示ランプ 



• Num Lock ランプ fl 
• Caps Lock ランプ 0 

•無線 LAN 状態ランプか） 

<無線 LAN 内蔵時のみ機能> 

• HDD アクセスランプ己 

•パ'ッテ U — 充電ランプ0 

•電源ランプ① 
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も側面 


•光ディスクドライブ - 

♦イジェクトホール - 

♦イジェクトボタン - 1 
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底面 


•通風孔（吸気用) 
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添付をれているソフトウエア 

本機に添付されているソフトウェアについて説明します。 

表中記号の見方 


ソフトウエアのインス I -ール用データは添付の DVD または CD に収録されています。 


ソフトウェアのインス!-ール用データは HDD の「消去禁止領域」に収録されています。この領域を削 
除すると再インス!-ールびでさなくなります。 r 消去禁止領域」は、絶対に削除しないでくださし、。 


@ 参考") 消去禁止領域に収録されているソフトウェアのバックアップ 

書き込み機能のある光ディスクドライブを搭載している場合、 HDD の「消去禁止領域」に収録され 
ているソフトウェアを、 CD や USB 記憶装置にバックアップすることびできまず。 

A 「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]- r 機種名」一 r ユーザーズマニュ 
アル補足編」一 r 消去禁止領域のデータをバックアップずる」 


本煤にインストールをれているソフトウェア 

なのソフトウェアは、購入時、本機にインストールされています。 


本機にインストールされているソフトウエア 

インス!ル用データの 
収録場所 

• Windows 7 

本機のオペレーティングシステム （ OS ) です。 


• Windows XP Mode (Windows 7 Ultimate/Professional のみ） 

Windows 7 上で Windows XP を起動し 、 Windows XP のアプリケーシヨンを 
動作させるための機能です。 

Windows 7 U カノく U-DVD 

•リカバリーツール 

HDD の消去禁止領域に収録されている本体ドライバーやソフトウ王アを再インス 

1-ールするためのプ□グラムです。 

な 

1」カバ1」ーツール CD 

•本体ドライバー 

消去禁止領域 


-チップセットドライバー 

マヴーボード上のデバイスを使用するためのドライバーです。 

• Intel Rapid Storage Technology ドライノ 

HDD を AHCI モードで動作させるためのドライバーです。 

• Intel Management Engine ドづイ/、一 

マヴーボード上のデバイスを使用するためのドライバーです。 

-ビデオドライバー 

Windows を高解像度-多色で表示するためのドライバーです。 

• NVIDIA ビデオドライバー (NJ 已巳〇 0 E フル HD 液晶 S 専用 GPU 搭載モデルのみ） 
NVIDIA ® GeForce ® GT 540 M を使用するためのドライバーです。 
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本機にインス I ルされているソフトウエア 

♦本体ドライバー 

-サウンドドライバー 


インストール用データの 
収録場所 


音を鳴らした0、録音するためのドライバーです。 

. タッチパッドドライバー 
タッチパッドを使用ずるためのドライバーです。 

. ネットワークドライバー 

ネットワーク機能（有線 LAN ) を使用ずるためのドライバーです。 

-無線 LAN ドライバー撫線 LAN 内蔵時） 

無線 LAN を使用するためのドライノ（一です。 

• WiMAX ドライバー （ WiMAX 搭載時のみ） 

WiMAX を使用するためのドライバーです。 


• USB 3.0 ドラィバー 


USB 3.0 を使用するためのドライバーです。 


-メモリーカードドライバー 

メモ U —力ードス□ツトを使用するためのドライバーです。 


• インスタントキーユーテイリテイー 


インスタントキーを使用するためのユーティ U ティーです。 

• Java 2 Runtime Environment 

Java アプ U ケーシヨンを実行するためのソフトウエアです。 

• PC お役立ちナビ 

コンピューターの情報を簡単に検索でをるサポートツールです。 
システム診断ツールわ含まれています。 

• Internet Explorer 9 


消去禁止領域 


Web ページを閲覧するためのソフトウエアです。 


• Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format ) あ式のファイルを表示したり、印刷した 
0するためのソフトウェアです。 

• Windows Live Essentials 

[Windows Live ^- JUJ など、複数のソフトウェアを含むパッケージです。 

♦目 in 旨 Bar 

Internet Expl 日 「 e 「 上に設置される 「 Bin 旨」の検索バーです。 

•マカフィー- PC セキュリティセンター日0曰期間限定版 

ウイルス駆除機能、不正アクセス防止機能などを備えたセキュリティーソフトウェ 
アです。危険なサイト への アクセスを防ぐ Web セーフティーツール「マカフィー‘ 
サイトアドバイヴプラス」ち含まれています。 

購入時の選択によっては、インスI-ールされていません。 

• WinDVD 

DVD VIDEO を再生ずるためのソフトウエアでず。 


• Nero Multimedia Suite 10 Essentials 
(書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

光ディスクメディアに書き込みを行ラためのソフトウエアです。 
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化要になじてインストールするソフトウェア 

なのソフトウェアは、購入時、本機にインス!ルされていません。必要に応じてインス!ルしてくだ 
さい。購入時は、 r 初期設定ツール」からインストールすることびでをます。 


必要に応じてインストールするソフトウェア 

インス!ル用データの 
収録場所 

• i - フィルター曰30曰版 

インターネット上の有害な Web ページへのアクセスを制限する Web フィルタ U 
ングソフトウェアです。 

曰 

消去禁止領域 

• Endeavor 電源プラン設定ツール 

本機に節電設定を行ラためのソフトウェアです。 

• AT 日 K 無償試用版 （30 日間） 

曰 本語変換に優れた、曰本語入カシステムです。 

— 


CD か6起動するソフトウェア 

なのソフトウェアは、 CD から起動して実行します。インストールは必要ありません。 


CD か 5 起動するソフトウエア 

ソフトウェアの収録場巧 

•システム診断 ツール 

コンピューターの調子び悪いとさにシステム診断を行ラためのツールです 。 HDD 
内のデータを消去することをできます。 

の 

リカバリーツール CD 
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機能仕様—覧 


NJ 3500 E の場合 


CPU 

プ□セッサー 

インテル Core 17 、 Core お 、 Core i 3. Celeron プロセッサー 

(種類は購入時の選択による） 

ソケット 

S 曰巳 ket - G 2 

チップセット 

モバイルインテル HM 日已 Express チップセット 

BIOS 

AMI BIOS 

メイン 

メモリー 

規格 

PC 3- 10600 ( DDRS - l 333 SDRAM ) 

搭載可能容量（最大） 

Windows 7 32 bit 版： 4 GB (システム 上 利用できるのは約 3.4 GB まで） 
Windows 7目 4 bit 版： 8 G 巨 

ス□ット 

S 日 DIMM ス□ット （2 日4ピン） X 2 

(同容量 2 枚 1 組で使巧の場合、デュアルチャネルで動作） 

ビデオコント□—ラー 

インテル HD グラフィックス 

ビデオ 

メモリー 

Windows 7 32 bit 版 

最大 273 M 目〜]已已目 M 目（メインメモ U —と共用、搭載容量によ0異なる） 

\^1 口か加 /3 7目413け版 

最大27目 M 目〜]色9日 MB (メインメモ U —と共用、搭載容量によ0異なる） 

液晶タイプ、表示辆像度（最大） 

1 巳 . 6型 WXGA 液晶 13 已 6 X 768 True Color 32ビット* ^ 

列部ディスプレイ表示解像度 
慮大 ）*3 

1600 X 12日日、1920 X 1200 (ワイドディスプレイ接続時のみ） 

True Color 32ビット 

HDD 

シリアル ATA 3 日日 MB/S (または巨日日 MB / S ) 対応2.已型 HDD 
(容量は購入時の選択による） 

光ディスクドライブ 

シ U アル ATA 対応 スリム光ディスク ドライブ（種類は購入時の選択による） 

サウンド機能 

インテル八イ-デフィニション-才ーディオ対応 C 日 NEXANT 製 CX 2 日色 7] 
コント□-ラー、ステレオスピーカー(出力2.日 WX 2)、 モノラルマイク 

ネットワーク機能 

1 OOOBase - T /1 OOBase - TX /1 日 Base - T 対応 Atheros 製 AR 81 己]]ント□-ラー 

キーボード 

曰本語対応1日4キー (10 キー付を） 

ポインティングデバイス 

タッチパッド 

インタ 

フエー ス 

USB 

4 : USB 3.0 X 2 (左側面)、 USB 2.0 X 2 (ち側面） 

LAN 

1: RJ -4 己 

サウンド 

マイク入力 X 1、ヘッドホン出力 X 1 

ディスプレイ 

VGAS 二 D - SUB 1已ピン X 1、 HDMI 19ピン X 1(オプションの HDMI-DVI 
変換アダプター使用で、 HDMI をデジタル DVI-D 24ピンに変換） 

メモリーカードス□ット *4 

1 : SD メモ IJ — 力ー ド ( SDHC / SDXC 対応)、マルチメディアカー ド(円 US 対応)、 
メモ U - スティック （ PR 0/ PR 0- HG / XC 対応） 

電源 

AC アダプター *5 
(ADP-6 已 JH) 

人力 ： AC ] 日日 V 〜24日 V ±10% (己日/6日 Hz ) 、1.己 A 

出力： DC ] 目 V 、 3.42 A 、 目巳 W 質量：約32日 g (電源コード含む） 

標準 バッテリー 
町 3208- 巳） 

容量： 44日日 mAh U チウムイオン]日. 8 V 

駆動時間* 6 :約己.3時間 (Core i シリーズ搭載時)、約 4.7 時間に eleran 搭載時） 

本体寸法（幅 X 奥巧を X 高さ） 

380 X 262 X 34〜 37 mm 

本体質量（バッテリー會む） 

約乙已 k 呂 

消費電力 （ AC 側） 

最大定格出力時（理論値）： 76.已 W 

動作環境 

動作温度： ] 日〜3己む、動作湿度： 2日〜8日％ (ただし、結露しないこと） 


1新規六モ U —追加や最大搭載可能容量変更の可能性あり（当社ホームページ参照)。 

2ビデオコント□ーラーのディヴ U ング機能により約 ] ，目77万色を実現。 

3本機搭載のビデオコント□ーラー出力解像度（実隙の表示は接続するディスプレイの仕様による）。 

4 SD ；>< fU - 力ード、メモ U - スティックの著作権保護機能、メモ U - スティックの高速転送、セキュ U ティー磯能には非対応。 
曰標準添付の電源コードは、 AGIO 日 V 用（曰本仕様)。本製品は国内専巧のため、海がでの使用は保証あ[象列。 
e 動作時間は」日 TA 測定方法 Verl . O に基づく測定値（システム構成や使用環境により異なる）。 
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NJ 5500 E の場合 


モデル名 

日 uad コア CPU 搭載モデル 

フル HD 液晶&専巧 GPU 搭載モデル 

CPU 

プ□セッサー 

インテル Core \ 1 プ□セツサー 

インテル Core i 7、 Core 旧、 Core 芭プ 
□セツサー（種類は購入時の選択による） 

ソケット 

Socket - G 2 

チップセット 

モバイルインテル HM 6 已 Express チップセット 

BIOS 

AMI BIOS 

メイン 

メモリー 

規格 

PC 3- 10600 ( DDR 3-1333 SDRAM ) 

搭載可能容量（最大） 

Windows 7 32 bit 版： 4 GB (システム上利用できるのは約 3.4 GB まで） 

Windows 7巨 4 bit 版： 8 G 巳 

ス□ット 

S 日 DIMM ス□ット （204 ピン ）X 2 

(同容量2枚1組で使用の場合、デュアルチトネルで動作） 

ビデオコント□ーラー 

インテル HD グラフィックス 

インテル HD グラフィツクス+ NVIDIA ® 
GeForce ® GT 日4日 M 

ビデオ 

メモリー 

Windows 7 32 bit 版 

メインメモ U - と共用：最大 784 M 目 
(2 G 巳す客載日寺）、]己已目 MB (4 GB 搭載時） 

1 GB ( GPU 搭載専用ビデオメモ U —） 

+最大 720 M 日〜] 23巨 M 日インメモ 

U —と共用、搭載容量により異なる） 

\^1口北\/\/3 7巨413け版 

メインメモ U —と共用：最大 787 M 目 
(2 G 巨搭載時)、 1696 MB (4 G 巳および 
8 G 目搭載時） 

1 GB ( GPU 搭載専用ビデオメモ U —） 
723 MB -3071 MB (:><インメモ 

U —と共用、搭載容量により異なる） 

液晶タイプ、表示解像度（最大） 

1已.日型 WXGA 液晶] 366 X 768 

True Color 吕2ビット* 2 

1已 .6 型フ J レ HD 液晶] 920 X 1080 
True Color 32ビット* ^ 

列部ディスプレイ表示解像度 
撮大 ）*3 

1600 X 1200. 1920 X 1200 (ワイドディスプレイ接続時のみ） 

True Color 吕2ビット* 2 

HDD 

シ U アル ATA 3 日日 M 日 /S (または巨00 MB / S ) 対応2.已型 HDD 
(容量は購入時の選択による） 

光ディスクドライブ 

シリアル ATA 対応ス U ム光ディスクドライブ（種類は購入時の選択による） 

サウンド機能 

インテル八イ-デフィニション-オーディオ対応 CONEXANT 製 CX 20 巨 7] コント 
□-ラー、ステレオスピーカー(出力2.0 WX 2)、モノラルマイク 

ネッ ト ワーク機能 

1 OOOBase - T /1 OOBase - TX /1 OBase-T 対応 Atheros 製 AR 8 1日1 ] ント□-ラー 

キーボード 

日本語対応 ] 04キー (10 キー付き） 

ポインティングデバイス 

タッチパッド 

インタ 

フエー ス 

USB 

4 : USB 3.0 X 2〔左側面)、 USB 2.0 X 2〔ち側面） 

LAN 

1: RJ -4 已 

サウンド 

マイク入力 X 1、ヘッドホン出力 X ] 

ディスプレイ 

V 白 A ミニ D - SU 巨]日ピン X ]、 HDMM 目ピン XI (オプションの HDMI - DVI 変換 
アダプター使巧で、 HDMI をデジタル DVI-D 24ピンに変換） 

メモリーカードス□ッ ト *4 

1: SD ；>< モリーカード （ SDHC / SDXC 対応)、マルチ:>< ディアカード〔円 us 対応）、 
メモ U - スティック （ PR 0/ PR 日- HG / XC 対応） 

電源 

AC アダプター *5 
( ADP -90 CD ) 

人力 ： AC ] 0 0 V 〜 240 V ± 10% (已日/巨 OHz ) 、1.己 A 

出力： DC 1目 V 、 4.74 A 、 白日 W 質量：約4已2旨〔電源コード含む） 

標準バッテリー 
(巳 T 3208-巳） 

容量： 44日 OmAh U チウムイオン10.8 V 
駆動時間^:約日.3時間 

容量： 4400 mAh U チウムイオン10.8 V 
駆動時間^ S . 約日 .0 時間〔最ル構成時） 

本体寸法川畐 X 奧巧を X 高さ） 

380 X 262 X 34〜 37 mm 

本体質量（バッテリー會む） 

約2.已 kg 

約を目 k 旨 

消費電力 （ AC 側） 

最大定格出力時（理論値）：105.9 W 

動作環境 

動作温度： ] 〇〜3日む、動作湿度： 20〜80% (ただし、結露しないこと） 


1新規六モ U —追加や最大搭載可能容量変更の可能性あ0 (当社ホームページ参照)。 

2ビデオコント□ーラーのディヴ U ング機能により約1,677万色を実現。 

3本機搭載のビデオコント□ーラー出力解像度（実隙の表示は接続するディスプレイの仕様による）。 

4 SD ；>< fU - 力ード、メモ U - スティックの著作権保護機能、メモ U - スティックの高速転送、セキュ U ティー磯能には非対応。 
曰標準添付の電源コードは、 AC 1 日日 V 用（日本仕様)。本製品は国内専用のため、海外での使用は保証対象列。 
e 動作時間は」曰 TA 測定方法 Verl . O に基づく測定値〔システム構成や使用環境により異なる）。 
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無線 LAN * i 【オプション） 

《 WiMAX 搭載無線 LAN の仕様については、 QM ) 『 WiMAX をご使用の前に』をご覧ください。 
• IEEE 802.11 a / b / g/n 


準拠規格 

IEEE 802.1 la/n 無線 LAN 標準プ□トコル 、 ARIB STD - T 71 

IEEE 802.11 b / g/n 無線 LAN 標準プ〇トコル、 AR 旧 STD - T 66 

データ乾送速度 
(規格値い 2 

IEEE 802.1 la/g :己 4 Mbps 、 IEEE 802.1 lb :1 1 Mbps 、 

IEEE 802.1 In : 300 Mbps 

変調方式 

DS - SS 方式、日 FDM 方式 

伝送距離 
(理論値） が 

IEEE 802.1 la (54 Mbps ) : 12 m 、 IEEE 802.1 lb (11 Mbps ) : 40 m 、 

IEEE 802.1 Ig (54 Mbps ) : 2 已 m 

セキユ U テイー*4 

IEEE 802.1 la / b/g : 128/ 目 4 bit WEP 、 WPA 、 VVPA 2、 IEEE 802.1 x 言忍言正【こ対応 

IEEE 802.1 In : WPA 、 WPA 2 (AES のみ）、 IEEE 8 日 2. 1 x 認証に対応 

使用 無線 
チヤンネル 

IEEE 802.1 la/n : 36/4日/ 44/48 ch ( W 已2)、曰2/已巨/日日/日 4 ch ( W 己3)、 

100/1日4/108/1 12/1 16/1 20/124/1 28/1 32/136/14日 ch (W 已日） 
IEEE 802.11 b / g/n :1〜] 3巳 h 


本機には、電波法の規定により、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

言 S 証製品名：日吕20已 ANHIVIW 

認証番号: 003 WWA 1 00941、 003 XWA 1 00942、 003 YWA 1 00943 
巧 無線 LAN 規格の S 論上の最大値であ0、実際のデータ転ち速度をおすちのではありません。 

屋内におけるアクセスポイントとの通信距離でず。実際の距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、 
アプリケーション、 Windows などの使用条件によって短くなります。 

*4 IEEE 802 .lx について 、 Windows Server 2003との IEEE 802.1 x Radius Server ( EAP-TLS 対応認証サーバ ー) 
+ WPA ( TKIP ) の組み合わせによる認証において動作を®認していまず。すべての環境下での動作を保証するちの 
ではありません。 


電液に関するごミち意 

本機には認証を取得した無線設備び内蔵されており、已 GHz (802.1 la / n ) または 2.4 GHz (802.11 b / 
巨/ n ) の周波数帯を使用します。 

-本機の無線設備は、電波法に基づ<ル電カデータ通信システムの無線局として技術基準適合証明を受け 
ているため、本機を分解/改造しないでください。なお、曰本国内でのみ使用でをます。 

•已 GHz ( W 52、 W 53) の周波数帯は、電波法の規定により屋外では使用でをません。 

•2.4 GHz の周波数帯では、電子レンジ等の産業•科学•医療機器のほか、工場の製造ライン等で使用さ 
れる免許を要する移動体無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線局等（しツ下「他の 
無線局」と称す）び運用されています。 

(1) 本機の無線設備をご使用になる前に、近くで r 他の無線局」び使用されていないことを確認してく 
ださい 

(2) 万一、本機の無線設備と「他の無線局」との間に電波干渉び発生した場合には、速やかに本機の使 
用場所または使用無線チャンネルを変えるか、運用（電波の発射）を停止して<ださい。 

(3) 電波干渉の事例び発生した場合など何かお困りのことびおをたとをには、 CUE ) 『サポート•ヴー 
ビスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでお問い合わせください。 


本機の無線設備は 2.4 GHz 帯を使用します。 

変調方式として DS - SS および OFDM ち式を採用しており、与干渉距離は 40 m 
です。 


2.4 DS/OF 4 
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マニュアルの読み方 


本製品の仕様とカスタマイズ 


本製品は、ご購入時にお客様び選択されたオプションによって、仕様びカスタマイズされていま 
す。 CPU の種類•メモ1」一容量など、選択された仕様に合わせて、お客様才1」ジナルのコンピュー 
ターとして組み立て、納品されています。 


仕樣によコて必要な7ニユアル 

本製品の操作に必要なマニュアルは、お客様び選択された仕様によって、『ユーヴーズマニュア 
ル』（本書）とは別に提供されている場合びあります。 

お使いになる仕様によって必要となるマニュアルは、下記のとおり別冊や電子マニュアルなどの 
お式で提供されていますので、ご確認< ださい。 

•本製品に同«されている別冊マニュアル 
• CD - ROM などに収録されている 電子 マニュアル 

•「 PC お役立ちナビ」一[マニュアルびゅ一わ]に収録されている 電子 マニュアル 


マニュアル中の表記 


まをに関する記号 

本書ではなのよラな記号を使用しています。 


A 

警告 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が死こまたは重傷を負ラ可能性が想定さ 
れる内容を示しています。 

A 

を意 

この表示を無視して、誤った取り扱いをずると、人が傷害を負ラ可能性が想定される内容お 
よび物的損害のみの発生が想定される内容を示していまず。 


—般情巧に関する記号 

本書では、なのよラな一般情報に関する記号を使用しています。 



制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載しています。 

@1 D 

参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

□曰 

操作手順です。 

ある目的の作業を巧ラために、番号に従って操作します。 
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III 1^^ 

手順が次ページに続くことをおします。 

1 Ctrl ) 

() で囲んだマークはキーボード上のキーをまします。 

い1 は Enter キーを表しまず。また、 ( N 1 は 「 N み]のことです。このよう 
に必要な部分のみを記載しているため、キートップに印字された文字とは異なる 
場合びあります。 

(Ctrl 1 + 1 Z 1 

+の前のキーを巧したまま+の後のキーを巧します。 

この例では、 （ひ rl ) を押したまま 【 Z ] を押しまず。 


参照巧に関する記号 

本書では、なのよラな参照先に関する記号を使用しています。 


が 

本書内の参照ページをおします。 

nfw ) 

別冊子をおします。 

r j 

冊子の名称をおします。 

例）『サポート-サービスのご案内』 

蠻> 

サポートツール 「 PC お役立ちナビ」を示します。 


を敬の藏 

本書では、本機で使用する製品の名称をなのよラに表記しています。 


HDD 

八ードディスクドライブ 

FD 

フ□ッピーディスク 

FDD 

フ□ッピーディスクドライブ 

光ディスクメディア 

CD メディア 、 DVD メディア、 Blu-ray Disc メディアなど 

光ディスクドライブ 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモリーカード 

メモリースティック、マルチメディアカード 、 SD メモリーカードの総称 


オペレーテイングシステム 【 OS ) に巧する表記 

本書では、オペレーテイングシステム （0 S ) の名称をなのよラに略して表記します。 


Windows / 

32 bit 版 

Windows ® 7 Ultimate 32 bit 版 

Windows ® 7 Professional 32 bit 版 

Windows ® 7 Home Premium 32 bit 版 

Windows / 

64 bit 版 

Windows ® 7 Ultimate 64 bit 版 

Windows ® 7 Professional 64 bit 版 

Windows ® 7 Home Premium 64 bit 版 
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HDD 客量の記載 


本書では、 HDD 容量を 1 GB (ギガバイト） =1000 MB として記載しています。 

メモ IJ — 容量の記載 

本書では、メモ U - 容量を 1 GB (ギガバイト） =1024 MB として記載しています。 

Windows の画面表況こ関する記載方法 


デスクトップ画面 

本書では、 Windows の画面に表示される各箇所の名称をなのよラに記載します。 



スタートボタン ボタン タスクバー 通知領域 


ボタン I 

ボタンは [] で囲んで記載しています。 
例） C ~~ な ~~ ] :の。 


バタ—トメ — ュー 

スタートメニューのボタン類は、なのよラに記載しています。 



[シャツ トダウン][|>] 


[スタ 
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画面操作] 


本書では、 Windows の画面上で行5操作手順をなのよラに記載します。 


* 記載例 

[スタート]—「ずべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer 」 をクリックしまず。 


* 実際の操作 

〇 [スタート]をク U ックします。 

0 表示されたメニューか5「すべてのプ□グラム」をク U ックします。 
© 表示されたメニューか5 「Internet Explorer 」 をク U ックします。 


©H 



0 Internet Explorer 
g Windows DVD メーカー 
@ Windows FAX とス丰クン 
• Windows Media Center 
^ Windows Media Player 
夕 Windows Update 
ィ I XPS ピューァー 
gq デスクトップカジエット 
み 巧をのプロクラム 

B グーム 
g スタートアかプ 
1 メンテナンス 


プ□ヴラムとフアイ JI 


つ OT 1 



※表おされる項目は、システム構成によって異なりまず。 


コント□-ルパネル 

本書では、コント□-ルパネルの表示び、「カテコ’1」」であることを前提に記載しています。 



表をの切り替え 


<表示方法：カテゴ|」> 













































MEMO 




MEMO 




MEMO 




使用限定について 

本製品は、日 A 機器として使用されることを目的に開発-製造されたちのです。 

本製品を航空機-列車-船舶-自動車などの運行に直接関わる装置-防災防犯装置-各種安全装置など機能 • 
精度などにおいて高い信頼性-安全性が必要とされる用途に使用される場をは、これらのシステム全体の信 
頼性および安全性維持のためにフェールセーフ設計や冗長設計の措置を講じるなど、システム全体の安全設 
計にご配慮頂いた上で本製品をご使用<ださい。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動シス 
テムなど極めて高い信頼性-安全性が必要とされる用途への使用は意図しておりませんので、これ6の用途 
にはご使用にならないでください。 

本製品を曰本国かへ持ち出ず場合のご注意 

本製品は曰本国巧でご使用いただ<ことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修理•保 
守サービスおよび不具合などの対応は、曰本国外ではお受けでさませんのでご了承<ださい。また、曰本国 
外ではその国の法律または規制により、本製品を使用でさないことをあります。このよラな国では、本製品 
を運用した結果罰せ6れることがありますが、当社といたしましては一切責任を負いかねますのでご了承く 
ださい。 

電液盾害について 

この装置は、クラス目情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、こ 
の装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引さ起こすことがあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 

巧時電店低下について 

本装置は、社団法人曰本電モエ業振興協妄の定めたパーソナルコンピューターの瞬時電圧低下対策ガイド 
ラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る瞬時電圧低下に対しては、不都合が生じ 
ることがあります。 

有寿命部品について 

当社のコンピューターには、有寿命部品（液晶ディスプレイ、八ードディスク、；令却用ファンなど）が含ま 
れています。有寿命部品の交換時期の目安は、使用頻度や条件により異なりますが、本製品を通常使用した 
場合、1曰約8時間、1ヶ月で2已曰間のご使用で約已年です。 

上記目安はあ<まで目安であって、故障しないことや無料修理をお約束するをのではありません。 

なお、長時間連続使用など、ご使用状態によっては早期にあるいは製品の保証期間内であってを、部品交換（有 
料）が必要となります。 

* LCD ュニットを最大輝度で常時使用した場をの寿命は、1 0000 時間です。 

JISC 61000-3-2 船品 

本製品は、高調波電流規格 JIS C 61000-3-2 に適合しております。 

電源の入力波形は、正弦波のみをサポートしています。 

レーザー製品まを甚準 

く光ディスクドライブ搭載の場合> 

本機に搭載されている光ディスクドライプは、レーヴー製品の安全基準 （」 ISC 目8日2、 IEC 日日82已 -1) に 
準拠したクラス1レーヴー製品です。 

くレーヴーマウス添付の場合> 

本機に添付されているレーヴーマウスは、レーヴー製品の安全基準 （」 ISC 目8日2、 IEC 60825-1) に準拠 
したクラス1レーザー製品です。 


パソコン回収について 

当社では、不要になったパソコンの回収-再資源化を行っています。 

- — I PC U サイクルマーク付をの当社製パソコンおよびディスプレイは、ご家庭か5廃棄ずる場合、無 

償で回収-巧資源化いたします。 

パソコン回収の詳細は下記ホームページをご覧くださし、。 

http :// shop . epson . jp / pcrecycle / 


暑巧権巧護法について 

あなたがビデオなどで録画•録音したをのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利ちに無断 
で使用することはできません。 

テレビ-ラジオ-インターネット放送や市販の CD • DVD • ビデオなどで取得でさる映像や音声は、著作物 
として著作権法により保護されています。個人で楽しむ場含に限り、これ6に含まれる映像や音声を録画ま 
たは録音することがでさますが、他人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物をインターネッ 
卜のホームページなどに掲載（改編して掲載する場をを含む）するなど、私的範囲を超えて配巧•配信する 
場合は、事前に著作権を（放送事業ちや実演家などの隣接権ちを含む）の許諾を得る必要があ0ます。著作 
権ちに無断でこれらの行為を行ラと著作権法に違反します。 

また、実演や興行、展示物などのラちには、個人として楽しむなどの目的であってわ、撮影を制限している 
場合がありますのでごを意ください。 

•マ、ミ壬音 _, 

I 

1. 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様について、将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を期して作成いたしましたが、万一誤り-お気付さの点がございましたら、ご連絡くだ 
さいますよラお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につさましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標について 

• Micros 曰 ft 、 Windows、Windows Live、Internet Explorer 、 Hotmail 、 Silverli 呂 ht 、 MSN 、 Outlook 、 
目 in 呂は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

• Intel 、 インテル 、 Intel □ゴ 、 Intel Core 、 Celeron は、ア U 力を衆国およびその他の国における Intel 
Corporation の商標です。 

- McAfee およびマカフィーは、米国法人 McAfee . Inc . またはその関連妄社の米国またはその他の国に 
おける商標または登録商標です。 

• Adobe . Adobe □ゴ、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国な 
6びに他の国における商標または登録商標です。 

• Memory Stick . マジックゲート 、 Memory Stick の□コ'は、ソニー株式妄社の商標です。 

• Multi Media Card ™ は、ドイツ Infineon Technologies AG 社の商標です。 

•SD □コ'は商標です。 

• WiMAX は、 WiMAX フオーラムの商標です。 

そのほかの社名、製品名は、一般にそれぞれの会社の商標または登録商標です。 
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